
「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
三
）

五
七

は　

じ　

め　

に

凡　

例

翻　

刻

Ａ
─

1　

義
直
関
連　

一
～
一
〇
〇（
以
上
第
四
十
九
輯
）

凡　

例

Ａ
─

2　

義
直
関
連　

一
〇
一
～
一
三
六

Ｂ
─

1　

将
軍
家
関
連　

一
～
六
四（
以
上
第
五
十
一
輯
）

凡　

例

Ｂ
─

2　

将
軍
家
関
連　

六
五
～
九
九

Ｃ　

大
名
・
幕
臣
等
関
連　

一
～
六
五（
以
上
本
稿
）

（
以
下
次
輯
以
降
）

Ｃ　

大
名
・
幕
臣
等
関
連　
　

六
六
～
三
〇
七

Ｄ　

義
直
家
臣
関
連　
　
　

一
～
二
二

Ｅ　

朝
廷
関
連　
　
　
　
　

一
～
二
〇

Ｆ　

Ａ
～
Ｅ
以
外　
　
　
　

一
～
一
八

人　

名　

索　

引

解　

題

花　

押　

図　

版

お　

わ　

り　

に

凡
　
例

一　

書
状
の
名
称
は
、
通
番（
漢
数
字
で
表
記
）、（
発
給
者
名
）書
状
、
宛
所
、
年
月
日
付
、

員
数
の
順
に
表
記
し
、
徳
川
林
政
史
研
究
所
で
の
整
理
の
際
に
附
さ
れ
た
番
号

（
算
用
数
字
・
現
在
徳
川
美
術
館
で
は
未
表
具
文
書
58
の
枝
番
号
と
し
て
用
い
て
い
る
番
号

で
あ
る
）を
員
数
の
後
に（ 

）内
に
附
し
た
。

一  

書
状
の
形
状
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
状
名
の
次
行
に
、
体
裁
を
示
す（
切
紙
）（
継
紙
）（
竪

紙
）、
寸
法（
本
紙
の
縦
×
横　

単
位
は
糎
〈
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
〉）を
記
し
た
。

一　

本
文
の
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
、
旧
漢
字
及
び
異
体
字
は
、
新
漢
字
に
改
め
た
。
ま

〔
史
料
紹
介
〕

「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
三
）

並
　
木
　
昌
　
史



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
三
）

五
八

た
原
文
書
の
体
裁
や
書
式
に
従
っ
て
改
行
し
て
示
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、
紙
幅
の

都
合
も
あ
る
た
め
文
章
は
つ
な
げ
て
表
示
す
る
こ
と
と
し
、
原
文
書
の
行
底
に
」

を
附
し
て
改
行
箇
所
を
示
し
た
。
な
お
「
一
つ
書
き
」
が
あ
る
場
合
は
、
各
条
文

ご
と
に
改
行
し
た
。
ま
た
二
行
以
上
の
余
白
を
取
っ
て
宛
先
が
書
か
れ
る
場
合

も
、
空
白
行
は
詰
め
て
表
示
し
た
こ
と
を
お
断
り
す
る
。

一　

翻
刻
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
記
号
を
用
い
た
。

　

1　

読
点（
、 

）お
よ
び
並
列
点（
・
）を
便
宜
上
施
し
た
。

　

2　

原
本
の
虫
損
や
摩
耗
に
よ
っ
て
判
読
し
が
た
い
場
合
は
□
で
示
し
た
。

一　

原
本
に
示
さ
れ
て
い
る
闕
字
や
平
出
は
一
文
字
空
き
で
表
示
し
た
。

一　

断
簡
は
、
前
欠
・
後
欠
の
箇
所
を
［ 
］
で
示
し
た
。

一　

本
文
以
外
の
追
而
書
は
、
本
文
の
冒
頭
に
ま
と
め
て
書
か
れ
る
場
合
の
ほ
か
、
本

文
の
行
間
に
挿
入
し
て
書
か
れ
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
今
回
は（
追
而
書
）と
頭
記

し
、
二
字
下
げ
に
し
て
本
文
の
冒
頭
に
一
括
表
記
し
た
。

一　

差
出
人（
発
給
者
）の
花
押
が
あ
る
場
合
は（
花
押
）と
記
し
た
。

一　

筆
者
が
附
し
た
傍
注
の
う
ち
、
判
明
す
る
人
物
名
や
年
次（
推
定
年
次
を
含
む
）は（ 

）

を
加
え
て
表
記
し
た
。
な
お
義
直
は
、
そ
の
時
の
官
職
名
「
大
納
言
」「
中
納
言
」

と
表
記
さ
れ
、
嗣
子
光
友
も
官
職
名
「
右
兵
衛
督
」
や
幼
名
「
五
郎
八
」
と
表
記

さ
れ
て
い
る
が
、
傍
注
で
は
義
直
・
光
友
で
統
一
す
る
。

一　

各
書
状
の
末
尾
に
、
摘
要（
冒
頭
に
○
を
附
す
）を
記
し
た
。

一　

人
名
索
引
・
解
題
お
よ
び
花
押
図
版
を
、
連
載
最
終
回
の
末
尾
に
附
す
。

 

（
以
上
、
再
掲
）

翻　

刻

Ｂ
─

2　

将
軍
家
関
連　

六
五
～
九
九

六
五
、
土
井
利
勝
他
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
十
月
十
六
日
付 

一
通（
424
）

（
切
紙
）　

縦
二
〇
・
一　

横
五
五
・
四

御
書
致
拝
見
候
、
然
者
」
御
拝
領
之
御
鷹
取
」
申
付
而
鶴
被
成
御
進
」
上
候
、
遂
披
露

候
処
、
御
」
念
入
候
段
、
御
機
嫌
」
御
座
候
、
則
被
進　

」
御
内
書
候
、
此
旨
宜
」
被

仰
上
候
、
恐
々
謹
言

 

永
井
信
濃
守
」
尚
政（
花
押
）」
井
上
主
計
頭
」
正
就（
花
押
）」

 

土
井
大
炊
頭
」
利
勝（
花
押
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

十
月
十
六
日

　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
将
軍
家
光
よ
り
拝
領
の
鷹
が
捕
ら
え
た
鶴
を
進
上
し
た
こ
と
に
対
し
発
給
さ
れ
た
御

内
書
の
披
露
を
願
う
書
状
。

六
六
、
内
藤
忠
重
・
稲
葉
正
勝
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
六
年
）七
月

十
日
付 

一
通（
433
）

（
継
紙
）　

一
九
・
四　

一
一
〇
・
五

（
追
而
書
）以
上

従
大（

義
直
）

納
言
様
御
書
」
被
下
、
忝
致
拝
見
候
、」
将（

家
光
）軍

様
御
霍
乱
」
気
之
由
被
為
聞
、
無
」

御
心
許
思
召
、
以
御
」
使
者
被
仰
上
候
、
各
」
被
達　

上
聞
候
処
、」
早
々
被
入
御
念

候
段
、」
御
機
嫌
之
御
事
御
」
座
候
、先
以
御
気
色
、」
追
日
被
為
得
御
験
気
」
候
之
間
、



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
三
）

五
九

御
心
易
可
」
被
思
召
候
、
委
曲
御
使
者
」
可
為
演
説
候
、
此
等
之
」
趣
、
宜
預
御
披
露

候
、」
恐
々
謹
言

 

稲
葉
丹
後
守
」
正
勝（
花
押
）」
内
藤
伊
賀
守
」
忠
重（
花
押
）

　
　
　
　
　

七（
寛
永
六
年
）

月
十
日

　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
将
軍
家
光
の
霍
乱
に
付
き
義
直
の
発
し
た
見
舞
に
対
す
る
返
書
。

六
七
、
内
藤
忠
重
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
四
年
）九
月
廿
五
日
付

 

一
通（
439
）

（
継
紙
）　

縦
一
八
・
〇　

横
一
〇
五
・
九

（
追
而
書
）以
上

従　

大（
義
直
）

納
言
様
御
書
」
被
下
、
忝
致
拝
見
候
、
如
」
御
意
、　

相
（
大
御
所
秀
忠
）

国
様
去
ル
」
十
日
、

御
本
丸
へ
被
為
成
、」
御
機
嫌
残
所
無
御
座
候
、」
就
其
御
使
者
を
以
被
」
仰
上
、
御
樽

被
成
御
進
上
候
、」
各
被
達　

上
聞
候
処
ニ
、」
御
使
者　

御
前
被
召
出
、」
御
機
嫌
之

御
事
御
」
座
候
、
委
曲
口
上
可
為
」
演
説
候
、
此
等
之
趣
、」
宜
預
御
披
露
候
、
恐
々
」

謹
言

 

内
藤
伊
賀
守
」
忠
重（
花
押
）

　
　
　
　
　

九（
寛
永
四
年
）

月
廿
五
日

　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
大
御
所
秀
忠
が
本
丸（
将
軍
家
光
）へ
御
成
し
た
こ
と
を
祝
う
義
直
の
使
者
に
対
す
る

返
書
。

六
八
、
内
藤
忠
重
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
（
寛
永
八
年
）閏
十
月
十
五
日
付 

一
通（
442
）

（
継
紙
）　

縦
一
七
・
五　

横
一
〇
三
・
六

（
追
而
書
）猶
以
稲
葉
丹（

正
勝
）

後
守
相
」
煩
罷
有
候
間
、
加
判
無
」
御
座
候
、
以
上

従
大（

義
直
）

納
言
様
御
書
」
被
下
、
致
拝
見
候
、
仍
」
将（

家
光
）軍

様
其
時
分
少
御
咳
気
被
遊
候
儀
、」

被
為
聞
無
御
心
元
」
思
召
、以
天
野
助（

重
春
）

大
夫
方
」
被
仰
上
候
、右
被
達
」
上
聞
候
之
処
、

御
使
者
御
前
江
被
召
出
、」
被
為
入
御
念
候
段
、
御
機
嫌
被
」
思
召
之
旨
、
御
直
ニ
被

仰
」
含
候
、
今
程
者
透
与
」
被
成
御
本
復
、
毎
日
」
西
之
丸
江
被
為
成
候
、」
委
曲
助
大

夫
殿
可
被
」
申
上
候
、
此
等
之
趣
、
可
然
之
様
御
執
成
」
所
仰
候
、
恐
々
謹
言

 

内
藤
伊
賀
守
」
忠
重（
花
押
）

　
　
　
　
　

閏（
寛
永
八
年
）

十
月
十
五
日

　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿

○
将
軍
家
光
の
咳
気
見
舞
に
対
す
る
返
書
。

六
九
、
永
井
尚
政
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
（
寛
永
四
年
）九
月
廿
七
日
付 

一
通（
460
）

（
継
紙
）　

縦
一
七
・
九　

横
一
〇
六
・
四

（
追
而
書
）以
上

従
大（

義
直
）

納
言
様
尊
」
書
、
忝
致
拝
覧
候
、」
然
者　

相
（
大
御
所
秀
忠
）

国
様
御
本
」
丸
へ
被
為
成
候
付
テ
、」

雅（
酒
井
忠
世
）

楽
頭
・
讃

（
酒
井
忠
勝
）

岐
守
方
」
迄
御
使
者
被
仰
」
上
候
儀
、
御
尤
ニ
奉
存
候
、」
右
之
趣
、　

相

国
様
へ
」
土
井
大（

利
勝
）炊

披
露
被
」
申
候
処
ニ
、
御
使
者
」
御
前
へ
被
召
出
、
御
仕
」
合
残

所
無
御
座
候
、
此
」
旨
能
様
ニ
可
預
御
取
」
成
候
、
恐
々
謹
言

 

永
井
信
濃
守
」
尚
政（
花
押
）

　
　
　
　
　

九（
寛
永
四
年
）

月
廿
七
日

　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
人
々
御
中



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
三
）

六
〇

○
大
御
所
秀
忠
が
本
丸（
将
軍
家
光
）へ
御
成
し
た
こ
と
を
祝
う
義
直
の
使
者
に
対
す
る

返
書
。

七
〇
、
永
井
尚
政
書
状　

寺
尾
直
政
宛　
（
寛
永
十
二
年
）十
一
月
十
八
日
付 

一
通（
465
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
一　

横
四
九
・
九

（
追
而
書
）以
上

従　

大（
義
直
）

納
言
様
御
書
」
被
下
、忝
致
拝
受
候
、」
今
度　

公（
家
光
）方

様
御
」
咳
気
御
本
復
候
儀
、

目
出
度
被
」
思
召
、
御
年
寄
衆
迄
」
被
仰
遣
候
段
、
御
尤
ニ
」
奉
存
候
、
弥　

御
機
嫌
」

好
被
成
御
座
候
間
、」
此
等
之
旨
可
然
様
御
取
成
」
奉
願
候
、
恐
惶
謹
言

 

永
井
信
濃
守
」
尚
政（
花
押
）

　
　
　
　
　

十（
寛
永
十
二
年
）

一
月
十
八
日

　
　
　

寺
尾
左（

直
政
）

馬
助
殿

○
将
軍
家
光
の
咳
気
が
回
復
し
た
こ
と
を
伝
え
る
書
状
。

七
一
、
永
井
尚
政
他
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
八
年
）十
一
月
廿
六
日
付

 
一
通（
466
）

（
継
紙
）　

縦
一
七
・
七　

横
一
〇
五
・
〇

（
追
而
書
）以
上

尊
書
致
拝
見
候
、」
相

（
大
御
所
秀
忠
）

国
様
御
泊
鷹
野
」
為
御
見
廻
、
以
高
木
」
外（

吉
任
）記

方
被
仰
上
、」
奈

良
酒
双
樽
被
成
」
御
進
上
候
、
大

（
土
井
利
勝
カ
）

炊
」
披
露
候
之
処
、」
御
使
者
御
前
へ
」
被
召
出
、

被
為
入
」
御
念
候
通
、
御
機
嫌
之
」
御
事
ニ
御
座
候
、」
委
曲
外
記
殿
可
」
為
演
説
候
、

此
等
之
」
通
、
宜
様
御
取
成
」
所
仰
候
、
恐
々
謹
言

 

森
川
出
羽
守
」
重
俊（
花
押
）」
青
山
大
蔵
少
輔
」
幸
成（
花
押
）」

 

永
井
信
濃
守
」
尚
政（
花
押
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

十（
寛
永
八
年
）

一
月
廿
六
日

　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
大
御
所
秀
忠
が
鷹
野
で
宿
泊
の
際
、
義
直
が
進
上
し
た
奈
良
酒
を
披
露
し
た
こ
と
を

伝
え
る
書
状
。

七
二
、
中
根
正
成
書
状　

寺
尾
直
政
宛　
十
月
廿
六
日
付 

一
通（
471
）

（
継
紙
）　

縦
一
七
・
五　

横
一
〇
一
・
一

（
追
而
書
）以
上

従
大（

義
直
）

納
言
様
御
書
」
被
成
下
、
謹
而
頂
戴
」
仕
候
、
今
度
」
公（

家
光
）方

様
御
不
予
之
儀
」
無

御
心
元
思
召
、」
各
へ
以
御
使
者
」
被
仰
付
候
付
、
私
式
迄
」
被
仰
聞
候
御
事
、」
誠
以

冥
加
之
至
」
存
候
、
此
等
之
通
、」
可
然
之
様
ニ
御
取
成
所
仰
候
、
恐
惶
謹
言

 

中
根
伝
七
郎
」
正
成（
花
押
）

　
　
　
　
　

十
月
廿
六
日

　

寺
尾
左（

直
政
）

馬
助
殿

○
将
軍
家
光
の
病
気
見
舞
に
対
す
る
返
書
。

七
三
、
堀
田
正
盛
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
十
年
）十
月
三
日
付 

一
通（
476
）

（
継
紙
）　

縦
一
八
・
一　

横
一
〇
九
・
八

従
大（

義
直
）

納
言
様
切
々
御
」
書
被
成
下
、
忝
頭

（
頂
）戴

」
仕
候
、
度
々
御
請
可
申
上
」
処
ニ
、

一
円
不
得
奉
官
」
暇
、
乍
恐
延
引
迷
惑
」
仕
候
、
先
以　

公（
家
光
）方

様
」
今
月
朔
日
ニ
御
表



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
三
）

六
一

江
被
為
成
」
出
御
、
嘉
例
之
諸
礼
」
被
為　

請
候
、
誠
加
様
」
成
目
出
度
儀
不
可
過
」

之
与
申
上
事
御
座
候
、」
弥
御
機
嫌
能
被
成
御
」
座
候
間
、
此
等
之
趣
、」
御
次
而
之

刻
、
宜
預
御
披
露
候
、」
恐
惶
謹
言

 

堀
田
加
賀
守
」
正
盛（
花
押
）

　
　
　
　
　

十（
寛
永
十
年
）

月
三
日

　

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
将
軍
家
光
が
表
へ
出
御
し
た
こ
と
を
伝
え
る
書
状
。

七
四
、
本
多
重
俊
書
状　

寺
尾
直
政
宛　
（
寛
永
八
年
）閏
十
月
廿
二
日
付 

一
通（
485
）

（
継
紙
）　

縦
一
七
・
五　

横
一
〇
二
・
四

従　

大（
義
直
）

納
言
様
被
下
成
」
御
書
、
謹
而
頂
戴
仕
候
、」
相

（
大
御
所
秀
忠
）

国
様
頃
日
玄（

岡
本
）冶

御
薬
」
被
召

上
、
御
快
気
之
由
」
御
鎮
重
思
召
、
御
使
者
」
被
差
遣
候
、
寔
拙
者
」
式
迄
切
々
被
為

入
」
御
念
、
被
仰
下
候
之
段
、」
不
浅
忝
奉
存
候
、」
御
気
色
之
儀
、
追
」
日
御
快
験
之

御
事
ニ
」
御
座
候
、
委
曲
石
河
」
勘（

正
周
）

解
由
殿
可
有
」
演
説
候
、
此
等
之
」
趣
、
可
然
之

様
ニ
」
御
取
成
所
仰
候
、」
恐
惶
謹
言

 

本
多
美
作
守
」
重
俊（
花
押
）

　
　
　
　
　

閏（
寛
永
八
年
）

十
月
廿
二
日

　

寺
尾
左（

直
政
）

馬
助
殿

○
大
御
所
秀
忠
の
病
気
が
回
復
し
た
こ
と
を
伝
え
る
書
状
。

七
五
、
牧
野
信
成
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
十
一
年
）九
月
四
日
付 

一
通（
487
）

（
切
紙
）　

縦
一
五
・
七　

横
四
五
・
二

大（
義
直
）

納
言
様
ゟ
御
書
被
下
、」
忝
頂
戴
仕
候
、
如
御
意
」
公（

家
光
）方

様
去
廿
日
被
成
御
」
着
座
、

御
機
嫌
残
所
無
」
御
座
、
上
下
目
出
度
奉
」
存
候
、
御
次
而
之
節
、
可
然
様
ニ
」
被
仰

上
可
被
下
候
、
恐
々
」
謹
言

 

牧
野
内
匠
頭
」
信
成（
花
押
）

　
　
　
　
　

九（
寛
永
十
一
年
）

月
四
日　

　

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
将
軍
家
光
の
無
事
着
座
を
伝
え
る
書
状
。

七
六
、
松
平
信
綱
書
状　

寺
尾
直
政
宛　
（
寛
永
十
一
年
）五
月
廿
八
日
付 

一
通（
498
）

（
切
紙
）　

縦
一
八
・
九　

横
五
五
・
一

自
大（

義
直
）

納
言
様
御
書
」
被
下
、
謹
而
拝
見
仕
候
、」
然
者
竹
腰
大（

成
方
）膳

方
」
為
御
使
者
、
御

鉄
炮
袋
千
被
成
御
進
献
候
、」
御
上
洛
ニ
付
而
、
進
物
」
之
儀
何
茂
従
諸
方
」
上
不
申
候
、

自
余
ニ
相
」
替
候
ヘ
共
、
如
何
可
有
」
御
座
候
哉
与
、
大
膳
方
へ
」
各
被
申
付
而
、」
御

前
江
不
被
罷
出
候
、」
被
為
入
御
念
候
通
者
、」
進
而
立　

御
耳
可
申
候
、」
委
曲
大
膳
殿

可
為
」
演
説
候
、
此
旨
宜
預
御
」
取
成
候
、
恐
々
謹
言

 

松
平
伊
豆
守
」
信
綱（
花
押
）

　
　
　
　
　

五（
寛
永
十
一
年
）

月
廿
八
日

  

寺
尾
左（

直
政
）

馬
助
殿

○
将
軍
家
光
の
上
洛
の
た
め
鉄
砲
袋
の
献
上
希
望
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
献
上
は
受
け
な

い
と
す
る
幕
閣
の
意
向
を
伝
え
る
書
状
。

七
七
、
松
平
信
綱
書
状　

寺
尾
直
政
宛　
八
月
廿
七
日
付 

一
通（
501
）

（
継
紙
）　

縦
一
七
・
三　

横
一
〇
二
・
三



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
三
）

六
二

従
大（

義
直
）

納
言
様
御
書
」
被
下
、
謹
而
拝
見
仕
候
、」
然
者
従
」
公（

家
光
）方

様
初
鶴
被
進
候
」
之

義
、
御
満
足
被
思
」
召
之
由
、
奉
得
其
意
候
、」
因
茲
為
御
礼
御
使
者
」
被
差
進
候
、

則
」
御
前
へ
被
召
出
、
早
々
御
念
被
入
候
之
趣
、」
御
機
嫌
之
旨
、
御
直
被
仰
含
候
、

此
等
之
」
趣
、
宜
預
御
取
」
成
候
、
恐
々
謹
言

 

松
平
伊
豆
守
」
信
綱（
花
押
）

　
　
　
　
　

八
月
廿
七
日

　

寺
尾
左（

直
政
）

馬
助
殿

○
将
軍
家
光
よ
り
、
初
鶴
進
上
に
対
す
る
喜
び
を
伝
え
た
書
状
。

七
八
、
松
平
信
綱
書
状　

寺
尾
直
政
宛　
九
月
十
二
日
付 

一
通（
504
）

（
切
紙
）縦
一
九
・
六　

横
五
五
・
四 

（
追
而
書
）　

以
上

従　

大（
義
直
）

納
言
様
御
書
被
」
下
、
謹
而
拝
見
仕
候
、
然
者
」
公（

家
光
）方

様
日
光
御
社
参
被
」
遊

候
付
而
、
大（

大
道
寺
直
重
）

堂
寺
玄
蕃
方
」
を
以
被
仰
上
候
、
則
」
御
前
へ
被
召
出
、
被
入
御
念
」
御

使
者
御
機
嫌
被
思
召
」
之
旨
、
御
直
被
仰
含
候
、」
委
曲
玄
蕃
殿
可
為
演
説
候
、」
此
等

之
趣
、
宜
預
御
取
成
候
、」
恐
々
謹
言

 

松
平
伊
豆
守
」
信
綱（
花
押
）

　
　
　
　
　

九
月
十
二
日

　

寺
尾
左（

直
政
）

馬
助
殿

○
将
軍
家
光
が
日
光
社
参
を
行
う
に
当
た
り
、
義
直
か
ら
の
使
者
に
対
す
る
返
書
。

七
九
、
松
平
信
綱
書
状　

寺
尾
直
政
宛　
（
寛
永
十
年
）九
月
廿
五
日
付 

一
通（
505
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
五　

横
四
八
・
二

従
大（

義
直
）

納
言
様
御
書
」
被
下
、
奉
拝
見
候
、
然
者
」
常（

お
初
）

高
院
殿
御
逝
去
ニ
」
付
而
、
公（

家
光
）方

様
御
機
嫌
」
無
御
心
元
被
思
召
、
以
御
使
者
」
被
仰
上
候
、
誠
入
御
念
た
る
」
御
事
ニ

御
座
候
、
此
等
之
趣
、」
宜
預
御
取
成
候
、
恐
々
謹
言

 

松
平
伊
豆
守
」
信
綱（
花
押
）

　
　
　
　
　

九（
寛
永
十
年
）

月
廿
五
日

  

寺
尾
左（

直
政
）

馬
助
殿

○
常
高
院（
秀
忠
御
台
所
お
江
姉
、
京
極
高
次
室
）逝
去
に
当
た
り
、
義
直
か
ら
の
使
者
に

対
す
る
返
礼
。

八
〇
、
松
平
信
綱
書
状　

寺
尾
直
政
宛　
（
寛
永
十
年
）十
月
二
日
付 

一
通（
506
）

（
継
紙
）　

縦
一
七
・
九　

横
九
八
・
九

従
大（

義
直
）

納
言
様
御
書
」
被
下
、
奉
拝
見
候
、
然
者
」
公（

家
光
）方

様
御
不
例
無
御
心
」
元
被
思
召
、

伊
奈（

吉
勝
）

」
左
門
方
被
為
差
越
候
、」
右
達　

上
聞
候
処
、」
御
前
へ
被　

召
出
、」
被
為
入

御
念
之
段
、」
御
機
嫌
ニ
被
思
召
之
旨
、」
御
直
ニ
被
仰
含
候
、」
御
気
色
御
本
復
被
遊
、」

昨
朔
日
ニ
諸
大
名
」
御
目
見
之
仕
候
、
右
之
」
趣
、
宜
預
御
取
成
候
、」
恐
々
謹
言

 

松
平
伊
豆
守
」
信
綱（
花
押
）

　
　
　
　
　

十（
寛
永
十
年
）

月
二
日

　

寺
尾
左（

直
政
）

馬
助
殿

○
将
軍
家
光
の
病
気
見
舞
の
使
者
に
対
す
る
返
礼
。

八
一
、
松
平
信
綱
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
十
一
月
廿
三
日
付 

一
通（
511
）



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
三
）

六
三

（
継
紙
）　

縦
一
七
・
九　

横
一
〇
三
・
六

従
大（

義
直
）

納
言
様
御
書
」
被
下
、
忝
致
拝
見
候
、」
然
者　

相
（
大
御
所
秀
忠
）

国
様
御
」
本
復
被
遊
、
目
出

度
被
思
召
、御
祝
義
を
も
」
為
可
被
仰
上
、御
下
向
被
成
度
之
旨
、当
」
御
城
年
寄
中
迄
」

平
岩
弥（

元
国
）

右
衛
門
殿
を
以
」
被
仰
越
候
、
則
仕
義
へ
」
被
申
届
候
、　

相
国
様
」
頃
者
世

上
寒
申
故
、」
御
気
色
少
御
再
発
」
被
遊
候
ニ
付
、
十
日
計
已
前
ゟ
通

（
半
井
成
信
）

仙
院
」
御
薬
被

召
上
候
、
各
」
御
請
之
通
、
委
曲
」
弥
右
衛
門
殿
可
被
申
上
候
、」
右
之
趣
、
御
次
而

之
剋
、」
可
然
様
可
預
御
取
成
候
、」
恐
々
謹
言

 

松
平
伊
豆
守
」
信
綱（
花
押
）

　
　
　
　
　

十
一
月
廿
三
日

　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿

○
大
御
所
秀
忠
の
病
気
回
復
を
伝
え
る
書
状
。

八
二
、
松
平
正
久
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
（
寛
永
六
年
）閏
二
月
二
日
付 

一
通（
521
）

（
継
紙
）　

縦
一
七
・
二　

横
一
〇
五
・
二

（
追
而
書
）以
上

一
書
致
言
上
候
、」
将（

家
光
）軍

様
始
者
御
虫
」
気
に
御
座
候
つ
る
歟
、」
昨
日
ゟ
御
疱
瘡
ニ
」
罷

成
、
は
や
御
疱
瘡
」
出
申
、
御
機
嫌
能
」
被
成
御
座
候
間
、
御
心
安
」
可
被
思
食
候
、

就
夫
御
」
自
身
為
御
見
舞
」
御
下
之
儀
も
可
有
之
候
間
、」
か
た
く
御
無
用
与
」
上
意

之
通
雅

（
酒
井
忠
世
）

楽
頭
被
申
候
、」
委
細
之
義
者
」
各
ゟ
被
申
上
候
条
、」
此
等
之
趣
、
宜
可
預
」

御
取
成
候
、
恐
々
謹
言

 

松
平
右
衛
門
大
夫
」
正
久（
花
押
）

　
　
　
　
　

閏（
寛
永
六
年
）

二
月
二
日

　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿

○
将
軍
家
光
の
虫
気
と
疱
瘡
見
舞
に
対
す
る
返
礼
。

八
三
、
松
平
正
久
書
状　

滝
川
忠
征
・
寺
尾
直
政
宛　
（
寛
永
六
年
）閏
二
月
十
三
日
付

 

一
通（
522
）

（
継
紙
）　

縦
一
七
・
五　

横
一
〇
四
・
二

（
追
而
書
）猶
又
今
朝
御
膳
御
中
椀
ニ
而
二
ツ
」
被
召
上
、
御
機
嫌
残
所
無
御
座
候
、」
以
上

一
書
致
言
上
候
、
然
者
」
将（

家
光
）軍

様
御
疱
瘡
ニ
付
、」
節
々
御
使
者
御
念
ニ
」
入
申
通
、
各

御
か
ん
し
ニ
而
候
、」
弥
□
へ
御
座
被
成
候
事
、」
必
々
無
用
之
由
、皆
々
」
被
申
旨
、早
々

御
帰
国
」
御
尤
ニ
奉
存
候
、
此
段
」
拙
者
式
ゟ
も
申
上
候
様
ニ
」
と
何
も
被
申
御
事
ニ

候
、」
去
十
日
迄
ハ
御
膳
能
」
被
召
上
候
歟
、
十
一
日
ハ
」
終
日
御
膳
あ
が
り
不
申
候
」

付
而
、
上
下
気
遣
仕
候
」
処
ニ
、
一
昨
夜
八
ツ
時
分
」
御
膳
被
召
、
打
続
御
」
膳
上
り

申
候
、
御
疱
瘡
」
大
形
か
セ
申
、
上
下
之
大
慶
不
可
過
之
候
、
爰
元
之
」
様
子
、

山（
竹
腰
正
信
）

城
・
隼

（
成
瀬
正
虎
）

人
申
渡
候
間
、」
両
人
ゟ
具
ニ
可
被
申
上
候
、」
此
等
之
趣
、
可
預
」
御
取

成
候
、
恐
々
謹
言

 

松
平
右
衛
門
大
夫
」
正
久（
花
押
）

　
　
　
　
　

壬（
寛
永
六
年
）

二
月
十
三
日

　

滝
川
豊（

忠
征
）

前
守
殿
」
寺
尾
左（

直
政
）

馬
助
殿

○
将
軍
家
光
の
疱
瘡
見
舞
に
対
す
る
返
礼
。

八
四
、
松
平
正
久
書
状　

阿
部
正
興
宛　
（
寛
永
六
年
）閏
二
月
廿
日
付 

一
通（
523
）

（
継
紙
）　

縦
一
七
・
七　

横
一
〇
三
・
九



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
三
）

六
四

一
書
致
言
上
候
、
然
者
」
将（

家
光
）軍

様
被
懸
御
酒
」
湯
候
、
為
御
祝
儀
、」
滝
川
豊（

忠
征
）前

殿
を

以
」
被
仰
上
候
、
御
前
無
」
残
所
御
仕
合
共
候
間
、於
様
子
者
御
心
安
」
可
被
思
食
候
、

去
十
五
日
ニ
被
為
掛
御
酒
湯
、
十
七
日
・
」
十
九
日
ニ
又
被
為
懸
候
而
、」
弥
御
快
気
御

膳
も
」
常
ゟ
能
被
召
上
候
間
、」
上
下
之
大
慶
不
過
之
」
御
事
候
、
尚
此
表
御
様
子
ハ
」

豊
前
殿
可
有
演
説
候
」
条
、
此
等
之
趣
、
可
預
御
」
披
露
候
、
恐
々
謹
言

 

松
平
右
衛
門
大
夫
」
正
久（
花
押
）

　
　
　
　
　

後（
寛
永
六
年
）

二
月
廿
日

　

阿
部
河（

正
興
）

内
守
殿

○
将
軍
家
光
の
疱
瘡
が
回
復
し
た
こ
と
を
伝
え
る
書
状
。

八
五
、
松
平
正
久
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
九
月
十
日
付 

一
通（
537
）

（
継
紙
）　

縦
一
八
・
〇　

横
一
〇
六
・
〇

（
追
而
書
）以
上 

従　

大（
義
直
）

納
言
様
御
」
書
奉
拝
上
候
、
然
ハ
」
従　

相
（
大
御
所
秀
忠
）

国
様
御
鉄
」
炮
之
菱
喰
被
進
之

候
、」
為
御
礼
日
下
部
次（

松

斉

）

郎
左
衛
門
殿
」
を
以
被
仰
上
候
、　

御
前
へ
」
被
召
出
、
御
仕

合
残
」
所
無
御
座
候
、
於
様
子
ハ
」
御
心
安
可
被
思
食
候
、」
其
御
次
而
ニ
御
下
」
屋
敷

之
御
礼
も
大

（
土
井
利
勝
カ
）

炊
殿
」
具
ニ
被
仰
上
候
、
尚
爰
」
元
之
様
子
、
次
郎
左
衛
門
殿
」
可
被
仰

上
候
、
恐
々
謹
言

 

松
平
右
衛
門
大
夫
」
正
久（
花
押
）

　
　
　
　
　

九
月
十
日

　

竹
越
山（

正
信
）

城
守
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
大
御
所
秀
忠
よ
り
菱
喰
を
拝
領
し
た
こ
と
に
対
す
る
返
書
。

八
六
、
松
平
正
久
書
状　

寺
尾
直
政
宛　
九
月
十
七
日
付 

一
通（
538
）

（
継
紙
）　

縦
一
七
・
六　

横
一
〇
二
・
〇

（
追
而
書
）以
上 

御
自
筆
之
御
」
書
い
た
ゝ
き
奉
り
候
、」
相

（
大
御
所
秀
忠
）

国
様
御
き
け
ん
」
御
や
う
す
、
昨
今
ハ
と

り
」
わ
き
よ
く
御
さ
」
な
さ
れ
候
間
、
御
こ
ゝ
」
ろ
や
す
く
可
被
思
召
候
、」
御
自
ひ

つ
の
御
書
あ
」
ま
り
か
た
し
け
」
な
さ
、
き
ゝ
わ
け
ハ
」
ミ
へ
申
ま
し
く
」
候
へ
共
、

御
斗
申
上
候
、」
い
さ
い
ハ
へ
つ
こ
」
に
申
あ
け
候
、
此
」
よ
し
能
々
御
」
取
な
し
た

の
ミ
」
た
て
ま
つ
り
候
、」
恐
惶
謹
言

 

松
右
衛
門
」
正
久（
花
押
）

　
　
　
　
　

九
月
十
七
日

　

寺
尾
左（

直
政
）

馬
助
殿

○
大
御
所
秀
忠
の
機
嫌
が
良
い
こ
と
を
伝
え
る
書
状
。

八
七
、
松
平
正
久
書
状　

寺
尾
直
政
宛　
霜
月
四
日
付 

一
通（
544
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
七　

横
五
〇
・
四

（
追
而
書
）以
上 

従　

大（
義
直
）

納
言
様
御
」書
奉
拝
上
候
、御
拝
」領
之
御
鷹
ニ
被
為
執
候
」鶴
御
進
上
被
成
候
、

御
」
前
御
仕
合
能
上
リ
候
由
承
候
、」
拙
者
儀
五
三
日
持
病
」
指
出
引
籠
罷
在
候
、
爰
」

元
へ
様
子
委
細
各
ゟ
」
可
被
仰
上
候
、
此
旨
御
披
露
」
所
仰
候
、
恐
々
謹
言

 

松
平
右
衛
門
大
夫
」
正
久（
花
押
）

　
　
　
　
　

霜
月
四
日

　

寺
尾
左（

直
政
）馬

殿



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
三
）

六
五

○
将
軍
家
光
よ
り
拝
領
し
た
鷹
が
捉
え
た
鶴
を
進
上
し
た
と
披
露
し
た
こ
と
を
伝
え
る

書
状
。

八
八
、
松
平
正
久
書
状　

成
瀬
正
虎
・
竹
腰
正
信
宛　
（
寛
永
五
年
）極
月
七
日
付

 

一
通（
545
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
一　

横
五
〇
・
四

（
追
而
書
）以
上 

相（
大
御
所
秀
忠
）

国
様
方
之
御
鷹
被
遣
御
機
嫌
能
、」
一
昨
五
日
ニ
還
御
」
被
為
成
候
、
尚
爰
元
」
之

様
子
、
次（

日
下
部
通
斉
カ
）

郎
左
衛
門
殿
」
可
被
仰
上
候
、
此
等
之
趣
、
御
披
露
所
仰
候
、」
恐
々
謹
言

 
松
平
右
衛
門
大
夫
」
正
久（
花
押
）

　
　
　
　
　

極（
寛
永
五
年
）

月
七
日

　

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿
」
竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿

○
大
御
所
秀
忠
が
鷹
野
よ
り
還
御
し
た
こ
と
を
伝
え
る
書
状
。

八
九
、
松
平
正
久
・
板
倉
重
昌
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
極
月
八
日
付 
一
通（
546
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
八　

横
五
三
・
四

（
追
而
書
）以
上 

従　

大（
義
直
）

納
言
様
御
書
、」
謹
而
頂
戴
仕
候
、
然
者
従
」
相

（
大
御
所
秀
忠
）

国
様
御
鷹
御
拝
領
」
付
、
日

下
部
二
郎
左（

通
斉
）

衛
門
方
」
を
以
御
礼
被
仰
上
候
、」
二
郎
左
衛
門
御
前
へ
被
召
出
、」
一
段

御
仕
合
共
御
座
候
間
、」
御
心
易
可
被
思
召
候
、
此
等
」
之
趣
、
可
然
様
宜
預
御
」
披

露
候
、
恐
々
謹
言

 

板
倉
内
膳
正
」
重
昌（
花
押
）」
松
平
右
衛
門
大
夫
」
正
久（
花
押
）

　
　
　
　
　

極
月
八
日

　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿

○
大
御
所
秀
忠
よ
り
鷹
を
拝
領
し
た
返
礼
の
使
者
に
対
す
る
返
書
。

九
〇
、
柳
生
宗
矩
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
十
月
廿
一
日 

一
通（
568
）

（
切
紙
）　

縦
一
五
・
八　

横
四
〇
・
九

従　

大（
義
直
）

納
言
様
御
書
」
被
成
下
、
忝
頂
戴
仕
候
、」
随
而
御　

上
（
将
軍
家
光
）

様
御
鷹
」
之
鶴
被
進

ニ
付
、
為
御
礼
」
御
使
者
御
進
上
之
旨
、」
御
尤
奉
存
候
、
猶
何
以
目
出
」
度
奉
存
候
、

　

御
前
之
儀
」
御
年
寄
衆
可
被
仰
候
間
、」
不
能
具
候
、
此
等
之
趣
、」
可
然
様
ニ
御
披

露
所
仰
候
、」
恐
惶
謹
言

 

柳
生
但
馬
守
」
宗
矩（
花
押
）

　
　
　
　
　

十
月
廿
一
日

　

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
将
軍
家
光
よ
り
拝
領
の
鷹
が
捕
ら
え
た
鶴
を
進
上
し
た
こ
と
を
披
露
し
た
と
伝
え
る

書
状
。

九
一
、
金
地
院
崇
伝
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
九
月
六
日
付 

一
通（
590
）

（
継
紙
）　

縦
一
五
・
四　

横
九
〇
・
五

（
追
而
書
）以
上

日（
珍
祐
）

増
院
帰
国
被
申
」
候
ニ
付
、
言
上
仕
候
、」
大（

義
直
）

納
言
様
御
機
嫌
」
能
被
成
御
座
候
哉
、

御
次
」
而
之
刻
、
可
然
様
ニ
御
取
成
所
仰
候
、
当
地
弥
」
相
替
儀
無
御
座
、」
両

（
家
光
・
秀
忠
）

御
所

様
御
機
嫌
」
能
被
成
御
座
候
、」
将（

家
光
）軍

様
一
昨
四
日
昼
」
北
之
丸
へ
被
成
御
成
候
、」
御



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
三
）

六
六

忍
ニ
テ
拙
老
式
も
不
」
罷
出
候
、」
相

（
大
御
所
秀
忠
）

国
様
近
日
御
本
丸
へ
」
可
被
成　

御
成
由
ニ
御
座

候
、」
十
日
・
十
一
日
・
十
三
日
此
内
」
ニ
て
可
有
御
座
由
ニ
候
、」
御
能
も
可
被
仰
付

由
ニ
」
御
座
候
、
猶
以
此
地
之
様
子
共
」
日
増
院
可
有
言
上
候
、」
此
等
之
趣
、
御
取

成
所
仰
候
、」
恐
々
謹
言

 

金
地
院
」
崇
伝（
花
押
）

　
　
　
　
　

九
月
六
日

　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
尾
張
在
国
の
義
直
に
対
し
、
将
軍
家
光
と
大
御
所
秀
忠
の
近
況
を
伝
え
る
書
状
。

九
二
、
某
消
息
断
簡　

宛
先
・
年
次
未
詳 

一
通（
594
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
五　

横
五
一
・
三

天（
天
樹
院
千
姫
）

寿
院
様
」
さ
か
ゆ
」
御
か
ゝ
り
候
」
と
て
、」
昨
日
は
」
御
た
る
・
さ
か
な
」
下

さ
れ
候
、」
か
す
〳
〵 

」
か
た
し
け
な
く
」
そ
ん
し
ま
い
ら
せ
候
、」
返
〳
〵
三
の
丸

様
へ
は
さ
ゐ
〳
〵
御
み
ま
ひ
に
御
文
」
□
□
□
の
」
よ
し
」
そ
ん
し
」
ま
い
ら
せ
候
」

め
て
た
く
か
し
く（
以
下
欠
）

○
疱
瘡
か
ら
回
復
し
た
千
姫
へ
の
見
舞
に
対
す
る
返
書
。

九
三
、
権
大
納
言
消
息　

徳
川
義
直
宛　
某
月
十
日
付 

一
通（
596
）

（
継
紙
）　

縦
一
七
・
七　

横
一
一
〇
・
四

御
見
」
ま
ひ
と
」
仰
ら
れ
候
て
、」
此
一
は
こ
」
ま
い
ら
せ
ら
れ
候
、」
ひ
ろ
う
」
申
」

ま
い
ら
せ
候
、」
ま
こ
と
に
」
色
〳
〵
た
ひ
〳
〵
の
御
ゐ
ん
し
ん
」
と
も
」
何
と
も
」

仰
ら
れ
」
つ
く
」
し
か
た
く
」
お
ほ
し
め
し
候
」
よ
し
、
よ
く
心
へ
ら
れ
候
て
」
申
せ

と
て
候
」
江

（
将
軍
家
光
ヵ
）

戸
殿
に
は
」
い
よ
〳
〵
御
ほ
ん
ふ
く
候
」
よ
し
」
に
て
」
候
哉
、」
お
は

し
ま
し
候
」
よ
し
」
か
す
〳
〵 

め
て
た
く
」
御
ま
ん
そ
く
に
」
お
ほ
し
め
し
候
、」
は

や
く
ほ
と
な
く
」
お
な
し
御
事
に
て
」
御
さ
候
は
ん
」
よ
し
と
の
」
御
事
に
て
御
さ

候
、」
此（

後
水
尾
天
皇
）

御
所
様
に
も
」
国

（
東
福
門
院
和
子
）

母
様
・
宮
々
様
、
お

（
貞
松
院
お
さ
い
ヵ
）

は
り
さ
い
様
の
」
御
無
事
に
」
お
は

し
ま
し
く
候
ま
ゝ
、」
御
心
や
す
く
」
お
は
し
ま
し
候
事
、」
此
よ
し
御
ひ
ろ
う
申
」
入

候
へ
く
候
、」
又
々
」
か
し
く

 

よ
り
」
権（

橋
本
実
勝
女
）

大
納
言

　
　
　
　
　
　

十
日

　
　

を
は
り
」
大（

義
直
）

納
言
殿
」
申
給
へ
」
誰
々
も
」
申
し
た
ま
へ

○
東
福
門
院
に
仕
え
る
女
官
よ
り
、
江
戸
の
将
軍
家
光
の
病
気
回
復
を
問
う
消
息
。

九
四
、
英
勝
院
消
息　

成
瀬
正
虎
宛　
五
月
廿
八
日
付 

一
通（
599
）

（
継
紙
）　

縦
一
七
・
三　

横
一
〇
二
・
七

（
追
而
書
）猶
々
ま
つ
申
上
候
は
ん
こ
と
く
、」
お
ほ
し
め
し
う
け
給
は
り
候
」
あ
ゆ
の

す
し
一
お
け
」
下
給
候
、
た
ひ
〳
〵
に
」
御
ね
ん
比
」
か
た
し
け
な
く
、」
す
な
は

ち
〳
〵
」
ひ
と
し
ほ
に
」
そ
ん
し
」
し
や
う
く
わ
ん
い
た
し
候
、」
此
と
ほ
り
」
い

か
や
う
に
も
」
し
か
る
へ
く
」
御
取
な
し
」
仰
上
ら
れ
給
へ
く
候
、」
た
の
み
ま
い

ら
せ
」
候
へ
く
候
、」
め
て
た
く
」
か
し
く
」

大（
義
直
）

な
こ
ん
様
よ
り
」
御
ね
ん
比
に
」
仰
ら
れ
、
か
た
」
し
け
な
く
」
そ
ん
し
ま
い
ら
せ

候
、」
上
様　

御
き
け
ん
よ
く
」
ら
い
廿
日
に
は
」
こ
ゝ
も
と
を
」
此
と
ほ
り
に
」
い

か
や
う
に
も
」
た
ゝ
せ
ら
れ
」
そ
ん
し
」
給
候
、」
め
て
た
く
」
お
ほ
し
め
し
」
給
候
」

そ
こ
ほ
と
」
御
き
け
ん
の
」
よ
し
」
う
け
給
候
て
」
め
て
た
く
」
そ
ん
し
、」
御
子
さ

ま
か
た
」
み
な
〳
〵
様
」
御
そ
く
さ
い
に
」
御
さ
候
」
ま
ゝ
、」
御
心
や
す
く
」
お
ほ



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
三
）

六
七

し
め
し
候
」
や
う
に
」
被
申
上
」
候
へ
く
候
、」
め
て
た
く
」
か
し
く

　
　
　
　

五
月
廿
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
り
」
ゑ
い
せ
う
」
ゐ
ん

　
　
　

お（
義
直
）

は
り
様
ま
い
る
」
な（

成
瀬
正
虎
）

る
せ
は
や
と
殿

○
江
戸
住
の
英
勝
院（
家
康
側
室
。
お
梶
）よ
り
、
将
軍
家
光
の
近
況
を
伝
え
る
消
息
。

九
五
、
英
勝
院
消
息　

徳
川
義
直
宛　
霜
月
六
日
付 

一
通（
600
）

（
継
紙
）　

縦
一
六
・
三　

横
九
三
・
八

（
追
而
書
）猶
々
日
に
ま
」
し
て
」
御
き
け
ん
よ
く
」
こ
さ
」
な
さ
れ
候
」
ま
ゝ
、
御
心

や
す
く
」
お
ほ
し
め
し
」
仕
へ
く
候
、」
な
を
く
め
て
た
く
」
又
々
」
か
し
く

大（
義
直
）

な
こ
ん
様
よ
り
」
御
ね
ん
比
に
御
書
」
下
さ
れ
、
か
た
し
け
な
く
」
そ
ん
し
候
、
仰

ら
れ
候
」
こ
と
く
、
上

（
将
軍
家
光
）

様
」
御
き
け
ん
い
よ
〳
〵
」
う
ち
つ
ゝ
か
せ
ら
れ
」
御
せ
ん
も

御
心
よ
く
」
め
し
上
ら
れ
」
ら
れ
候
」
ま
ゝ
、
御
心
や
す
く
」
お
ほ
し
め
さ
れ
候
」
へ

く
候
、」
誠
〳
〵
か
や
う
な
る
」
一
た
ん
」
た
る
」
御
事
、
申
も
」
お
ろ
か
」
に
て
御

さ
候
、
た
ひ
〳
〵
」
御
ね
ん
入
候
て
、」
わ
た
く
し
」
か
た
ま
て
仰
こ
さ
せ
ら
れ
」
給

候
と
を
り
、」
御
き
け
ん
の
御
様
子
、」
よ
く
〳
〵
申
上
」
ま
い
ら
せ
候
」
へ
く
候
、
か

し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

霜
月
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
り
」
ゑ
い
せ
う
ゐ
ん

　
　
　

お（
義
直
ヵ
）

は
り
様
」
誰
に
て
も
」
申
せ
と
て
候

○
英
勝
院（
既
出
）よ
り
、
将
軍
家
光
の
病
状
が
回
復
し
た
こ
と
を
伝
え
る
消
息
。

九
六
、
利
さ
へ
門
奥
消
息　

竹
腰
正
信
宛　
十
月
十
九
日
付 

一
通（
601
）

（
継
紙
）　

縦
一
五
・
二　

横
九
四
・
一

（
追
而
書
）返
々
さ
い
〳
〵
御
い
ん
し
ん
」
な
さ
れ
候
由
、
御
ま
ん
そ
く
に
」
お
ほ
し
め

し
な
さ
れ
候
、」
よ
き
」
や
う
に
仰
上
ら
れ
給
へ
く
」
御
ひ
ろ
う
候
へ
く
候
、」

相（
大
御
所
秀
忠
）

国
様
」
御
き
け
ん
能
」
く
御
さ
な
さ
れ
候
よ
し
、」
御
心
や
す
く
」
思
し
め
」
し

候
や
う
に
」
ま
う
し
上
さ
せ
」
ら
れ
給
」
候
へ
く
候
、

大（
義
直
）

な
こ
ん
様
よ
り
」
天（

千
姫
）

し
ゆ
院
様
へ
」
た
ひ
〳
〵
」
あ
ま
ほ
し
の
は
こ
」
ま
い
ら
せ
ら

れ
候
、」
ひ
ろ
う
」
申
上
候
へ
は
、御
ま
ん
そ
く
に
」
お
ほ
し
め
し
な
」
さ
れ
候
と
ほ
り
、

御
ま
へ
様
よ
ろ
」
し
き
や
う
に
仰
上
」
ら
れ
給
へ
く
」
候
へ
く
候
、
め
て
た
く
か
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゑ
と
」
に
し
丸
」
よ
り
」
利
さ
へ
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
十
九
日

　
　

竹
の
こ
し
」
山（

竹
腰
正
信
）

し
ろ
様
」
人
々
申
し
玉
へ
候

○
利
さ
へ
門
は
江
戸
城
西
之
丸
奥
に
仕
え
る
女
性
か
。
義
直
か
ら
千
姫
へ
贈
っ
た
柿
の

礼
を
伝
え
、
大
御
所
秀
忠
の
動
静
を
伝
え
る
消
息
。

九
七
、
某
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
九
月
廿
二
日
付 

一
通（
604
）

（
継
紙
）　

縦
二
〇
・
〇　

横
一
一
三
・
四

（
追
而
書
）尚
々
遠
路
被
入
御
念
、」
殊
更
無
類
成
」
花
之
由
被
及　

聞
召
候
」
所
、
早

速
御
進
上
候
段
、」
別
而　

御
感
之
御
事
候
、」
此
由
能
々
可
申
入
旨
、被
」
仰
出
候
、

猶
追
而
可
得
御
意
候
、」
以
上

従　

大（
義
直
）

納
言
殿
御
」
進
上
之
椿
二
本
、
即
致
」
披
露
候
之
処
、」
御
祝
着
被
思
召
候
」

由
相
心
得
可
申
入
旨
、」
仰
ニ
候
、
此
旨
宜
預
」
御
取
成
候
、
恐
々
謹
言

　
　
　
　

九
月
廿
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
三
）

六
八

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
幕
府
奏
者
番
と
推
定
さ
れ
る
人
物
よ
り
義
直
に
対
し
、
進
上
の
椿
の
木
に
対
す
る
返

書
。

九
八
、
某
書
状
断
簡　

宛
先
・
年
次
未
詳 

一
通（
606
）

（
継
紙
）　

縦
一
七
・
七　

横
六
〇
・
三

（
追
而
書
）已
上

一
筆
致
啓
上
候
、
従　

」
大（

義
直
）

納
言
様
御
書
頂
戴
」
仕
、
忝
奉
存
候
、
仍　

」
上（

家
光
）様

御
機

嫌
能
被
為
成
」
御
座
、
目
出
度
思
召
候
へ
共
、」
寒
ニ
入
、
御
機
嫌
之
御
様
子
」
被
聞

召
度
思
召
、
以
御
」
使
者
被
仰
上
候
、」
御
前
之
御
様
子
、
年
寄
衆
」
よ
り
可
被
申
上

候
、
将
亦
」
幾
度
も
申
進
候
、
某
儀
」
年
罷
寄
行
歩
不
」
自
由
之
故
、
如
此
已
前
」
御

城
へ
不
罷
出
候
、
拙
者
共
」
御
書
不
被
成
下
候
様
ニ
」
御
取
成
奉
頼
候
、
度
々
」
書
頂

戴
仕
、
冥
加
至
極
ニ
奉
存
候
、
其
」
御
地
御
無
事
ニ
被
成
御
」
座
之
由
、
目
出
度
致
［
以

下
欠
］

○
将
軍
家
光
の
近
況
を
伝
え
る
書
状
。

九
九
、
成
瀬
正
虎
他
書
状　

滝
川
忠
征
宛　
（
寛
永
六
年
）閏
二
月
十
四
日
付 

一
通（
612
）

（
継
紙
）　

縦
一
五
・
二　

横
九
一
・
五

一
昨
十
二
日
之
御
状
拝
見
申
候
、」
御
本
丸
御
年
寄
衆
ゟ
」
御
状
被
遣
候
、御
返
事
間
宮
」

権（

某

）
大
夫
持
参
候
て
、
上
ケ
」
被
申
候
、
神
原
ゟ
御
上
り
」
被
成
候
と
の
口
上
被
申
候
、」

将（
家
光
）軍

様
弥
御
機
嫌
能
」
被
成
御
座
、
今
朝
御
粥
上
り
」
巳
之
上
刻
ニ
御
食
中
椀
ニ
」
三

ツ
上
リ
申
候
、
御
気
色
残
所
」
無
御
座
由
、
医
者
衆
御
」
物
語
ニ
候
、
明
十
五
日
御
湯
」

可
被
為
掛
候
付
、
薗
田
善（

善
意
）

太
夫
」
藤
枝
ゟ
之
御
使
ニ
仕
出
し
」
可
申
と
最
前
申
上
候

所
、」
神
原
へ
御
着
御
逗
留
被
成
候
由
、」
御
年
寄
衆
へ
朝
倉
筑（

宣
正
）後

殿
・
」
鳥
居
土（

成
次
）佐

殿

被
仰
ニ
付
、」
御
逗
留
之
日
神
原
ゟ
」
罷
下
候
御
使
ニ
仕
、
昨
晩
」
出
し
申
候
、
御
湯
被

為
懸
候
て
、」
御
祝
儀
之
御
使
之
趣
、」
長
野
数（

政
成
）馬

巳
上
刻
委
」
申
入
候
キ
、
今
晩
之
御
」

機
嫌
之
様
子
承
、
権
太
夫
ハ
」
明
朝
上
セ
可
申
候
間
、
其
節
可
申
入
候
、
恐
々
謹
言

 

竹（
竹
腰
正
信
）

山
城
守
」（
花
押
）」
阿（

阿
部
正
興
）

河
内
守
」（
花
押
）」
成（

成
瀬
正
虎
）

隼
人
正
」（
花
押
）

　
　
　
　

閏
二（

寛
永
六
年
）

月
十
四
日

　
　

滝
川
豊（

忠
征
）

前
守
殿
」
人
々
御
中

○
将
軍
家
光
の
病
状
が
好
転
し
た
こ
と
を
、
尾
張
の
義
直
に
伝
え
る
書
状
。

Ｃ　

大
名
・
幕
臣
等
関
連　

一
～
六
五

一
、
青
山
幸
成
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
正
月
廿
五
日
付 

一
通（
1
）

（
切
紙
）　

縦
二
〇
・
四　

横
五
四
・
〇

従　

大（
義
直
）

納
言
様
」
海
鼠
腸
壺
一
致
拝
」
領
、寔
以
過
分
忝
仕
」
合
御
座
候
、此
等
之
趣
、」

可
然
様
御
披
露
」
所
仰
候
、
恐
々
謹
言

 

青
山
大
蔵
少
輔
」
幸
成（
花
押
）

　
　
　

正
月
廿
五
日

　
　

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
義
直
か
ら
の
海
鼠
腸
壺
に
対
す
る
返
書
。

二
、
青
山
幸
成
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
（
寛
永
三
年
）閏
四
月
十
二
日
付 

一
通（
2
）

（
継
紙
）　

縦
一
八
・
〇　

横
九
二
・
一



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
三
）

六
九

自　

中（
義
直
）

納
言
様
」
諸
白
両
樽
拝
領
仕
、」
実
以
毎
度
過
分
」
忝
仕
合
、
冥
加
怖
」
敷
奉

存
候
、
此
等
之
」
趣
、
可
然
之
様
御
披
」
露
所
仰
候
、
恐
々
謹
言

 

青
山
大
蔵
少
輔
」
幸
成（
花
押
）

　
　
　

潤（
寛
永
三
年
）

四
月
十
二
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿

○
義
直
か
ら
の
諸
白
下
賜
に
対
す
る
返
書
。

三
、
青
山
幸
成
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
七
月
十
日
付 

一
通（
3
）

（
切
紙
）　

縦
二
〇
・
〇　

横
五
四
・
〇

従　

大（
義
直
）

納
言
様
鮨
鮓
」
一
桶
致
拝
領
、
寔
以
」
過
分
忝
仕
合
御
座
候
、」
此
等
之
趣
、

可
然
之
様
」
御
披
露
所
仰
候
、」
恐
々
謹
言

 

青
山
大
蔵
少
輔
」
幸
成（
花
押
）

　
　
　

七
月
十
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
義
直
か
ら
の
鮎
鮓
下
賜
に
対
す
る
返
書
。

四
、
青
山
幸
成
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
九
月
四
日
付 

一
通（
5
）

（
切
紙
）　

縦
二
〇
・
〇　

横
五
四
・
〇

（
追
而
書
）以
上

従　

大（
義
直
）

納
言
様
御
書
」
拝
見
、
殊
被
成
重
陽
之
」
御
祝
義
、
呉
服
一
重
」
致
拝
領
、
過

分
忝
」
仕
合
共
御
座
候
、
誠
不
」
相
替
致
頂
戴
候
之
儀
、」
目
出
度
奉
存
候
、
此
」
等

之
趣
、
可
然
之
様
御
」
披
露
所
仰
候
、
恐
々
謹
言

  

青
山
大
蔵
少
輔
」
幸
成（
花
押
）

　
　
　

九
月
四
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿

○
義
直
か
ら
重
陽
の
祝
儀
と
し
て
呉
服
を
拝
領
し
た
こ
と
に
対
す
る
返
書
。

五
、
青
山
幸
成
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
九
月
廿
八
日
付 

一
通（
6
）

（
切
紙
）　

縦
一
八
・
〇　

横
五
三
・
五

従　

大（
義
直
）

納
言
様
諸
白
」
両
樽
致
拝
領
、
誠
以
」
過
分
忝
仕
合
共
」
御
座
候
、
毎
度
之
儀
」

御
礼
可
申
上
様
無
」
御
座
候
、
此
等
之
趣
、
可
」
然
様
御
披
露
所
」
仰
候
、
恐
々
謹
言

 

青
山
大
蔵
少
輔
」
幸
成（
花
押
）

　
　
　

九
月
廿
八
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
義
直
か
ら
の
諸
白
下
賜
に
対
す
る
返
書
。

六
、
青
山
幸
成
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　

十
一
月
十
日
付 

一
通（
10
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
五　

横
五
二
・
五

従　

大（
義
直
）

納
言
様
諸
白
」
両
樽
致
拝
領
、
誠
以
」
過
分
忝
仕
合
共
御
座
候
、」
毎
度
之
儀

御
礼
可
」
申
上
様
無
御
座
候
、」
此
等
之
趣
、
可
然
様
御
」
披
露
所
仰
候
、
恐
々
謹
言

 

青
山
大
蔵
少
輔
」
幸
成（
花
押
）

　
　
　

十
一
月
十
日

　
　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
三
）

七
〇

○
義
直
か
ら
の
諸
白
下
賜
に
対
す
る
返
書
。

七
、
青
山
幸
成
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
霜
月
十
九
日
付 

一
通（
11
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
七　

横
五
四
・
〇

従　

大（
義
直
）

納
言
様
御
」
鷹
野
御
供
参
候
付
而
、」
呉
服
一
重
致
拝
領
、」
寔
以
過
分
忝
仕
合

可
」
申
上
様
無
御
座
候
、」
此
等
之
趣
、
可
然
様
」
御
披
露
所
仰
候
、
恐
々
」
謹
言

  

青
山
大
蔵
少
輔
」
幸
成（
花
押
）

　
　
　

霜
月
十
九
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
義
直
の
鷹
狩
に
供
奉
の
際
に
拝
領
し
た
呉
服
に
対
す
る
返
書
。

八
、
青
山
幸
成
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
十
一
月
廿
五
日
付 

一
通（
12
）

（
切
紙
）　

縦
一
九
・
七　

横
五
五
・
三

大（
義
直
）

納
言
様
ゟ
巣
戸
屋
之
」
御
鸇
致
拝
領 

誠
以
」
忝
仕
合
御
座
候
、
可
然
」
様
被
仰
上

可
致
下
候
、」
恐
々
謹
言

 

青
山
大
蔵
少
輔
」
幸
成（
花
押
）

　
　
　

十
一
月
廿
五
日

　
　

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
義
直
か
ら
の
鸇
下
賜
に
対
す
る
返
書
。

九
、
秋
元
泰
朝
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
正
月
廿
日
付 

一
通（
13
）

（
切
紙
）　

縦
一
八
・
五　

横
五
五
・
〇

（
追
而
書
）以
上

従　

中（
義
直
）

納
言
様
」
諸
白
大
樽
弐
致
拝
」
領
、
寔
冥
加
至
極
ニ
」
奉
存
候
、
御
次
而
之
節
、」

宜
預
御
披
露
候
、」
恐
々
謹
言

 

秋
元
但
馬
守
」
泰
朝（
花
押
）

　
　
　

正
月
廿
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿

○
義
直
か
ら
の
諸
白
下
賜
に
対
す
る
返
書
。

一
〇
、
秋
元
泰
朝
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
卯
月
廿
三
日
付 

一
通（
14
）

（
切
紙
）　

縦
一
八
・
〇　

横
五
二
・
五

（
追
而
書
）以
上

従　

中（
義
直
）

納
言
様
」
諸
白
大
樽
弐
致
拝
」
領
、
誠
冥
加
至
極
ニ
」
奉
存
候
、
御
次
而
之
節
、」

宜
預
御
披
露
候
、」
恐
々
謹
言

 

秋
元
但
馬
守
」
泰
朝（
花
押
）

　
　
　

卯
月
廿
三
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿

○
義
直
か
ら
の
諸
白
下
賜
に
対
す
る
返
書
。

一
一
、
秋
元
泰
朝
書
状　

寺
尾
直
政
宛　
五
月
二
日
付 

一
通（
15
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
二　

横
五
三
・
五

従　

大（
義
直
）

納
言
様
被
成
端
」
午
之
御
祝
儀
、
御
帷
子
」
三
内
単
物
致
拝
領
、」
寔
冥
加
至



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
三
）

七
一

極
ニ
候
、
御
次
而
」
節
、
御
前
可
然
様
ニ
御
」
取
成
奉
願
候
、
恐
々
謹
言

 

秋
元
但
馬
守
」
泰
朝（
花
押
）

　
　
　

五
月
二
日

　
　

寺
尾
左（

直
政
）

馬
助
殿

○
義
直
か
ら
端
午
の
祝
儀
と
し
て
帷
子
を
拝
領
し
た
こ
と
に
対
す
る
返
書
。

一
二
、
秋
元
泰
朝
書
状　

寺
尾
直
政
宛　
六
月
六
日
付 

一
通（
16
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
七　

横
五
一
・
四

従　

大（
義
直
）

納
言
様
御
書
」
致
頂
戴
候
、
従　

」
相

（
大
御
所
秀
忠
）

国
様
御
巣
鷹
被
為
」
進
候
、
被
成
御

礼
御
使
」
者
被
遣
候
、
則　

御
前
へ
」
被
召
出
無
残
所
御
仕
合
」
御
座
候
、
委
細
者
天
野
」

助（
重
春
）

太
夫
殿
可
被
仰
上
候
、
御
」
次
而
之
節
、
可
然
様
ニ
御
」
取
成
奉
願
候
、
恐
々
謹
言

 
秋
元
但
馬
守
」
泰
朝（
花
押
）

　
　
　

六
月
六
日

　
　

寺
尾
左（

直
政
）

馬
助
殿

○
大
御
所
秀
忠
か
ら
拝
領
の
巣
鷹
の
返
礼
の
使
者
に
対
す
る
返
書
。

一
三
、
秋
元
泰
朝
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
九
月
七
日
付 

一
通（
17
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
〇　

横
四
七
・
五

従　

大（
義
直
）

納
言
様
御
書
」
奉
頂
戴
、
為
重
陽
之
」
御
祝
儀
御
小
袖
一
重
」
致
拝
領
、
誠
冥

加
至
」
極
奉
存
候
、
御
次
而
之
」
刻
、
可
然
様
ニ
御
取
成
」
奉
願
候
、
恐
々
謹
言

 

秋
元
但
馬
守
」
泰
朝（
花
押
）

　
　
　

九
月
七
日

　
　

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
義
直
か
ら
重
陽
の
祝
儀
と
し
て
小
袖
を
拝
領
し
た
こ
と
に
対
す
る
返
書
。

一
四
、
秋
元
泰
朝
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
九
月
七
日
付 

一
通（
18
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
七　

横
五
一
・
五

（
追
而
書
）已
上

為
重
陽
之
御
祝
」
儀
御
小
袖
壱
重
」
致
拝
領
、
誠
冥
加
至
」
極
ニ
奉
存
候
、
御
次
而
之
」

節
、
宜
預
御
披
露
候
、」
恐
々
謹
言

 

秋
元
但
馬
守
」
泰
朝（
花
押
）

　
　
　

九
月
七
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿

○
義
直
か
ら
重
陽
の
祝
儀
と
し
て
小
袖
を
拝
領
し
た
こ
と
に
対
す
る
返
書
。

一
五
、
秋
元
泰
朝
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
十
月
十
三
日
付 

一
通（
19
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
七　

横
五
三
・
三

（
追
而
書
）以
上

従　

大（
義
直
）

納
言
様
諸
白
」
両
樽
致
拝
領
、
誠
冥
」
加
至
極
ニ
奉
存
候
、
御
」
次
而
之
刻
、

可
然
様
御
取
」
成
奉
頼
候
、
恐
々
謹
言

 

秋
元
但
馬
守
」
泰
朝（
花
押
）

　
　
　

十
月
十
三
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿

○
義
直
か
ら
の
諸
白
下
賜
に
対
す
る
返
書
。



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
三
）

七
二

一
六
、
秋
山
正
重
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
十
一
年
）四
月
廿
三
日
付 

一
通（
20
）

（
切
紙
）　

縦
一
五
・
四　

横
四
五
・
四

従　

大（
義
直
）

納
言
様
御
書
」
畏
而
致
頂
戴
候
、
爰
」
元
御
仕
合
能
御
暇
出
、」
御
満
足
ニ
被

思
召
之
由
、」
私
式
迄
仰
被
下
、
誠
」
目
出
度
奉
存
候
、
御
次
」
而
之
刻
、
可
然
様
御

取
成
」
奉
憑
候
、」
委
細
渡
辺
半（

重
綱
）蔵

殿
迄
申
上
候
、
恐
惶
」
謹
言

 

秋
山
修
理
亮
」
正
重（
花
押
）

　
　
　

四（
寛
永
十
一
年
）

月
廿
三
日

　
　

成
瀬
隼（

正
虎
）人

様

○
義
直
か
ら
の
書
状
に
対
す
る
返
書
。

一
七
、
秋
山
正
重
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
九
月
六
日
付 

一
通（
21
）

（
継
紙
）　

縦
一
五
・
四　

横
九
一
・
五

従
大（

義
直
）

納
言
様
御
」
書
、
殊
為
重
陽
之
」
御
祝
儀
御
小
袖
」
壱
重
被
懸
御
」
意
、
誠
私
式

迄
」
被
為
入
御
念
候
段
、」
幾
久
と
忝
致
頂
戴
候
、
御
次
而
之
」
刻
、
可
然
様
被
仰
」

上
候
て
可
被
下
候
、」
御
頼
入
候
、
猶
期
」
後
音
之
時
候
、」
恐
惶
謹
言

 

秋
山
修
理
亮
」
正
重（
花
押
）

　
　
　

九
月
六
日

　
　

成
瀬
隼（

正
虎
）人

様
」
人
々
御
中

○
義
直
か
ら
の
書
状
と
小
袖
下
賜
に
対
す
る
返
書
。

一
八
、
秋
山
正
重
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
（
寛
永
四
年
）八
月
十
七
日
付 

一
通（
22
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
九　

横
九
九
・
五

従　

大（
義
直
）

納
言
様
」
諸
白
両
樽
被
懸
」
御
意
、
忝
頂
」
戴
仕
候
、
御
次
而
之
」
刻
、
可
然

様
被
仰
上
」
可
被
下
候
、
奉
頼
存
候
、」
先
以
其
地
御
無
事
」
被
成
御
座
候
哉
、
承
」

度
奉
存
候
、此
御
地
」
別
条
無
御
座
候
、」
相
替
儀
も
御
座
候
者
、」
重
而
可
申
上
候
、猶
」

期
後
音
之
刻
候
条
、」
不
具
候
、
恐
惶
謹
言

 

秋
山
十
右
衛
門
尉
」
正
重（
花
押
）

　
　
　

八（
寛
永
四
年
）

月
十
七
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）城

様
」
人
々
御
中

○
義
直
か
ら
の
諸
白
下
賜
に
対
す
る
返
書
。

一
九
、
秋
山
正
重
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
（
寛
永
四
年
）十
二
月
十
二
日
付 

一
通（
23
）

（
切
紙
）　

縦
一
六
・
五　

横
四
五
・
五

（
追
而
書
）以
上

従　

大（
義
直
）

納
言
様
」
諸
白
両
樽
被
懸
御
」
意
、
誠
忝
致
頂
戴
候
、」則
高
力
七（

信
重
）

左
衛
門
殿
迄
」

具
御
礼
申
上
候
、
猶
御
」
次
而
之
刻
、
可
然
様
御
取
」
成
奉
憑
候
、
何
も
奉
期
」
後
音

之
時
候
、
恐
惶
」
謹
言

 

秋
山
十
右
衛
門
尉
」
正
重（
花
押
）

　
　
　

十（
寛
永
四
年
）

二
月
十
二
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
様
」
人
々
御
中

○
義
直
か
ら
の
諸
白
下
賜
に
対
す
る
返
書
。

二
〇
、
朝
倉
宣
正
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
五
月
三
日
付 

一
通（
24
）



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
三
）

七
三

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
五　

横
五
一
・
四

（
追
而
書
）以
上

従　

亜（
義
直
）相

様
被
成
」
御
書
、
殊
端
午
之
」
御
帷
子
三
之
内
御
単
」
物
拝
領
、
寔
以
忝
奉
」

存
候
、
御
次
而
之
剋
、」
可
然
様
御
取
成
所
仰
候
、」
恐
々
謹
言

 

朝
倉
筑
後
守
」
宣
正（
花
押
）

　
　
　

五
月
三
日

　
　

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
様
」
人
々
御
中

○
義
直
か
ら
端
午
の
祝
儀
と
し
て
帷
子
を
拝
領
し
た
こ
と
に
対
す
る
返
書
。

二
一
、
朝
倉
宣
正
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
八
月
十
日
付 

一
通（
25
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
〇　

横
五
一
・
二

従　

亜（
義
直
）相

様
美
濃
」
鮎
之
鮨
一
桶
致
拝
領
、」
忝
次
第
冥
加
至
」
極
奉
存
候
、
自
然
事

之
」
御
次
而
、
可
然
様
」
被
仰
上
候
而
、
可
被
下
候
、」
恐
惶
謹
言

 

朝
倉
筑
後
守
」
宣
正（
花
押
）

　
　
　

八
月
十
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿
」
人
々
御
中

○
義
直
よ
り
美
濃
の
鮎
鮓
を
拝
領
し
た
こ
と
に
対
す
る
返
書
。

二
二
、
朝
倉
宣
正
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
九
月
五
日
付 

一
通（
26
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
三　

横
四
九
・
五

（
追
而
書
）以
上

従　

大（
義
直
）

納
言
様
被
」
成
御
書
、
殊
重
陽
之
」
御
小
袖
壱
重
之
内
」
さ
や
の
御
板
物
・
唐

織
・
」
嶋
拝
領
、
誠
以
忝
致
」
頂
戴
候
、
此
等
之
趣
、
御
」
次
而
以
御
取
成
所
仰
候
、」

恐
惶
謹
言

 

朝
倉
筑
後
守
」
宣
正（
花
押
）

　
　
　

九
月
五
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿
」
人
々
御
中

○
義
直
か
ら
重
陽
の
祝
儀
と
し
て
、
紗
綾
・
唐
織
・
縞
小
袖
を
拝
領
し
た
こ
と
に
対
す

る
返
書
。

二
三
、
朝
倉
宣
正
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
九
月
廿
八
日
付 

一
通（
27
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
〇　

横
四
八
・
五

（
追
而
書
）以
上

従　

亜（
義
直
）相

様
諸
」
白
両
樽
致
拝
領
候
、」
誠
以
忝
次
第
、
難
申
」
上
奉
存
候
、
御
次
而
以
」

可
然
様
被
仰
上
候
而
、」
可
被
下
候
、
奉
頼
存
候
、」
恐
惶
謹
言

 

朝
倉
筑
後
守
」
宣
正（
花
押
）

　
　
　

九
月
廿
八
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿
」
人
々
御
中

○
義
直
か
ら
の
諸
白
下
賜
に
対
す
る
返
書
。

二
四
、
朝
倉
宣
正
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
霜
月
十
日
付 

一
通（
28
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
五　

横
四
九
・
五

一
筆
致
啓
上
候
、
仍
」
従　

亜（
義
直
）相

様
諸
白
」
大
樽
二
拝
領
仕
候
、」
誠
以
忝
次
第
、
難
申
」



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
三
）

七
四

上
奉
存
候
、
御
次
而
」
以　

御
前
可
然
様
御
」
取
成
所
仰
候
、
恐
惶
」
謹
言

 

朝
倉
筑
後
守
」
宣
正（
花
押
）

　
　
　

霜
月
十
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿
」
人
々
御
中

○
義
直
か
ら
の
諸
白
下
賜
に
対
す
る
返
書
。

二
五
、
朝
倉
宣
正
書
状　

成
瀬
正
虎
・
竹
腰
正
信
宛　
極
月
十
八
日
付 

一
通（
29
）

（
切
紙
）　

縦
一
六
・
八　

横
四
八
・
七

（
追
而
書
）以
上

従　

亜（
義
直
）相

様
諸
白
」
大
樽
二
致
拝
領
候
、」
誠
以
忝
頂
戴
仕
候
、」
御
次
而
以
此
等
之
趣
、」

可
然
様
御
取
成
所
」
仰
候
、
恐
惶
謹
言

 
朝
倉
筑
後
守
」
宣
正（
花
押
）

　
　
　

極
月
十
八
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿
」
人
々
御
中

○
義
直
か
ら
の
諸
白
下
賜
に
対
す
る
返
書
。

二
六
、
朝
倉
宣
正
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
極
月
廿
日
付 

一
通（
30
）

（
切
紙
）　

縦
一
六
・
七　

横
四
四
・
六

従　

亜（
義
直
）相

様
被
成
」
歳
暮
之
御
祝
儀
、」
御
小
袖
壱
重
致
」
拝
領
候
、
寔
以
冥
加
」
之

至
難
有
奉
存
候
、」
此
等
之
趣
、
御
前
可
」
然
様
ニ
御
取
成
所
仰
候
、」
恐
惶
謹
言

 

朝
倉
筑
後
守
」
宣
正（
花
押
）

　
　
　

極
月
廿
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿
」
人
々
御
中

○
義
直
よ
り
歳
暮
の
祝
儀
と
し
て
小
袖
を
拝
領
し
た
こ
と
に
対
す
る
返
書
。

二
七
、
浅
野
長
治
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
十
二
年
）十
月
五
日
付 

一
通（
31
）

（
切
紙
）　

縦
一
八
・
五　

横
五
三
・
〇

一
筆
啓
上
候
、
今
度
」
安

（
浅
野
光
晟
）

芸
守
祝
言
、
従　

」
御
城
就
被
仰
付
候
、
自
」
大（

義
直
）

納
言
様
為

御
礼
、
渡
辺
」
忠（

重
綱
）

右
衛
門
殿
御
越
付
御
書
」
被
下
、
忝
頂
戴
仕
候
、
安
芸
守
」
外
聞
召

申
忝
次
第
ニ
御
座
候
、
御
次
而
之
刻
、
可
然
」
様
被
仰
上
可
被
下
候
、
恐
惶
」
謹
言

 

浅
野
因
幡
守
」
長
治（
花
押
）

　
　
　

十（
寛
永
十
二
年
）

月
五
日　

　
　

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿
」
人
々
御
中

○
浅
野
光
晟
の
祝
言
を
祝
う
義
直
の
書
状
に
対
す
る
返
書
。

二
八
、
浅
野
長
晟
書
状　

滝
川
忠
征
宛　
（
寛
永
六
年
）三
月
廿
六
日
付 

一
通（
32
）

（
切
紙
）　

縦
一
八
・
二　

横
五
一
・
七

（
追
而
書
）已
上

従　

大（
義
直
）

納
言
様
被
成
下
」
御
書
頂
戴
仕
候
、
然
者
」
国
本
ゟ
積
廻
致
進
上
候
」
角
石
・

平
石
、
江
戸
へ
着
」
船
仕
儀
、
御
満
足
之
旨
」
被
仰
下
、
忝
仕
合
御
座
候
、」
此
等
之
趣
、

宜
預
御
披
」
露
候
、
恐
々
謹
言

 

浅
野
但
馬
守
」
長
晟（
花
押
）

　
　
　

三（
寛
永
六
年
）

月
廿
六
日

　
　

滝
川
豊（

忠
征
）

前
守
殿



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
三
）

七
五

○
広
島
か
ら
船
で
運
搬
の
角
石
・
平
石
が
江
戸
に
着
き
義
直
が
喜
ん
だ
こ
と
を
受
け
た

返
書
。

二
九
、
浅
野
長
晟
書
状　

成
瀬
正
虎
・
竹
腰
正
信
宛　
極
月
朔
日
付 

一
通（
34
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
九　

横
四
六
・
八

従　

大（
義
直
）

納
言
様
被
」
成
下
御
書
、
殊
御
鷹
之
」
鶴
一
羽
拝
領
仕
、
誠
以
」
遠
路
御
懇
情

之
段
、」
忝
仕
合
ニ
御
座
候
、」
御
前
可
然
様
御
取
成
所
仰
候
、」
恐
々
謹
言

 

浅
野
但
馬
守
」
長
晟（
花
押
）

　
　
　

極
月
朔
日

　
　

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿
」
竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿

○
浅
野
長
晟
が
将
軍
か
ら
鶴
を
拝
領
し
た
こ
と
へ
の
義
直
の
書
状
に
対
す
る
返
書
。

三
〇
、
阿
部
政
澄
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
九
月
五
日
付 

一
通（
36
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
六　

横
四
九
・
四

（
追
而
書
）以
上

一
書
令
啓
上
候
、
然
者
」
従　

大（
義
直
）

納
言
様
御
書
、」
殊
為
重
陽
之
御
祝
」
儀
御
小
袖
壱
重

致
拝
」
領
無
冥
加
仕
合
共
御
」
座
候
、
御
次
而
も
御
座
候
者
、」
可
然
様
ニ
御
取
成
奉
頼

候
、」
恐
惶
謹
言

 

阿
部
修
理
亮
」
政
澄（
花
押
）

　
　
　

九
月
五
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）城

殿

○
義
直
よ
り
重
陽
の
祝
儀
と
し
て
小
袖
を
拝
領
し
た
こ
と
に
対
す
る
返
書
。

三
一
、
阿
部
正
次
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
九
月
三
日
付 

一
通（
37
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
九　

横
五
一
・
八

為
重
陽
之
御
祝
」
儀
、
従　

大（
義
直
）

納
言
様
」
御
書
、
殊
ニ
御
小
袖
」
壱
重
拝
受
候
、
誠
」

無
冥
加
忝
儀
共
ニ
」
能
申
上
存
候
、
御
次
而
之
時
分
、
此
等
之
趣
御
取
」
成
奉
頼
候
、

恐
惶
」
謹
言

 

阿
部
備
中
守
」
正
次（
花
押
）

　
　
　

九
月
三
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）城

様
」
人
々
御
中

○
義
直
よ
り
重
陽
の
祝
儀
と
し
て
小
袖
を
拝
領
し
た
こ
と
に
対
す
る
返
書
。

三
二
、
阿
部
重
次
書
状　

寺
尾
直
政
宛　
（
寛
永
十
七
年
）九
月
七
日
付 

一
通（
40
）

（
継
紙
）　

縦
一
九
・
八　

横
一
〇
九
・
一

従　

大（
義
直
）

納
言
様
御
書
」
被
下
、
謹
而
致
拝
見
候
、」
然
者
今
度
右（

光
友
）

兵
衛
督
様
江
」
御
巣

鸇
ニ
被
進
、
并
」
御
鷹
場
被
仰
付
候
御
事
、」
重
畳
御
満
足
被
思
召
」
之
由
、
奉
存
其

旨
候
、」
因
茲
御
使
者
被
差
遣
候
」
達　

御
聴
、
則　

御
前
江
」
被
召
出
、
御
念
之
入

候
通
、」
御
機
嫌
之
旨
御
直
ニ
」
被
仰
含
候
、
寔
拙
者
式
」
迄
被
仰
下
候
事
、」
過
分
至

極
奉
存
候
、」
此
旨
宜
御
取
成
候
、」
恐
々
謹
言

 

阿
部
対
馬
守
」
重
次（
花
押
）

　
　
　

九（
寛
永
十
七
年
）

月
七
日　

　
　

寺
尾
左（

直
政
）

馬
助
殿

○
義
直
の
嗣
子
光
友
が
、
将
軍
家
光
よ
り
巣
鸇
と
鷹
場
を
拝
領
し
た
こ
と
に
対
す
る
書

状
。



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
三
）

七
六

三
三
、
阿
部
重
次
書
状　

寺
尾
直
政
宛　
十
月
十
四
日
付 

一
通（
41
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
八　

横
五
三
・
四

従　

大（
義
直
）

納
言
様
諸
白
」
両
樽
致
拝
領
、
寔
以
」
過
分
至
極
奉
存
候
、」
右
之
趣
、
宜
預

御
取
成
」
候
、
恐
々
謹
言

 

阿
部
対
馬
守
」
重
次（
花
押
）

　
　
　

十
月
十
四
日

　
　

寺
尾
左（

直
政
）

馬
助
殿

○
義
直
の
諸
白
下
賜
に
対
す
る
返
書
。

三
四
、
阿
部
重
次
書
状　

寺
尾
直
政
宛　
十
一
月
廿
日
付 

一
通（
42
）

（
切
紙
）　

縦
一
九
・
七　

横
五
四
・
〇

御
書
忝
致
拝
見
候
、」
今
度
御
こ
ふ
し
に
て
被
為
」
執
候
御
鷹
之
鶴
被
進
義
、」
御
珍
重

思
食
、
為
御
礼
」
以
御
使
者
被
仰
上
候
、
則
」
御
前
被
召
出
御
念
入
候
」
段
、
御
機
嫌

御
座
候
、」
此
等
之
」
趣
、
宜
預
御
取
成
候
、
恐
々
」
謹
言

 

阿
部
対
馬
守
」
重
次（
花
押
）

　
　
　

十
一
月
廿
日

　
　

寺
尾
左（

直
政
）

馬
助
殿

○
将
軍
家
光
よ
り
拝
領
の
鶴
の
返
礼
の
使
者
が
、
将
軍
の
御
前
に
召
さ
れ
た
こ
と
を
告

げ
る
書
状
。

三
五
、
阿
部
忠
秋
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
二
月
廿
一
日
付 

一
通（
43
）

（
切
紙
）　

縦
一
五
・
四　

横
五
四
・
八

従　

大（
義
直
）

納
言
様
諸
白
」
両
樽
致
拝
領
、
誠
」
過
分
忝
次
第
奉
存
候
、」
毎
度
種
々
致
拝

領
」
何
共
可
申
上
様
無
御
」
座
候
、
御
次
而
之
刻
、
可
然
様
御
取
成
所
」
仰
候
、
恐
々

謹
言

  

阿
部
豊
後
守
」
忠
秋（
花
押
）

 　
　
　

二
月
廿
一
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿

○
義
直
の
諸
白
下
賜
に
対
す
る
返
書
。

三
六
、
阿
部
忠
秋
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
六
月
十
七
日
付 

一
通（
45
）

（
切
紙
）　

縦
一
五
・
四　

横
四
五
・
〇

（
追
而
書
）以
上

従
大（

義
直
）

納
言
様
御
使
者
」
被
下
、
殊
更
鮎
之
鮨
一
桶
」
拝
領
仕
候
、
誠
以
過
分
忝
」
次
第
、

冥
加
至
極
奉
存
候
、」
此
等
之
趣
、御
次
而
之
剋
、」
可
然
之
様
御
取
成
所
仰
候
、」
恐
々

謹
言

 

阿
部
豊
後
守
」
忠
秋（
花
押
）

　
　
　

六
月
十
七
日

　
　

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
義
直
の
鮎
鮨
下
賜
に
対
す
る
返
書
。

三
七
、
阿
部
忠
秋
書
状　

下
方
貞
景
宛　
八
月
十
七
日
付 

一
通（
48
）

（
竪
紙
）　

縦
三
三
・
七　

横
四
八
・
六



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
三
）

七
七

先
刻
従　

大（
義
直
）

納
言
様
鮎
之
鮨
」
二
桶
致
拝
領
、
誠
過
分
忝
奉
」
存
候
、
山（

正
信
）

城
守
殿
迄
状

を
以
申
」
入
候
得
共
、
弥
々
御
礼
之
儀
奉
頼
候
、」
恐
惶
謹
言

 

忠
秋（
花
押
）

　
　
　

八
月
十
七
日

 

阿
部
豊
後
守
」
忠
秋

　
　
　

下
方
左（

貞
景
）近

様
」
人
々
御
中

○
義
直
の
鮎
鮨
下
賜
に
対
す
る
返
書
。

三
八
、
阿
部
忠
秋
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
八
月
十
八
日
付 

一
通（
49
）

（
切
紙
）　

縦
一
六
・
九　

横
四
七
・
九

従
大（

義
直
）

納
言
様
鮎
之
」
鮨
二
桶
致
拝
」
領
、
寔
過
分
忝
次
第
奉
存
候
、
御
次
而
」
之
刻
、

可
然
様
奉
」
頼
候
、
恐
惶
謹
言

  

阿
部
豊
後
守
」
忠
秋（
花
押
）

　
　
　

八
月
十
八
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿

○
義
直
の
鮎
鮨
下
賜
に
対
す
る
返
書
。

三
九
、
阿
部
忠
秋
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
十
一
年
）九
月
八
日
付 

一
通（
50
）

（
継
紙
）　

縦
一
七
・
二　

横
一
〇
六
・
四

従
大（

義
直
）

納
言
様
御
書
被
成
」
下
、
謹
而
致
頂
戴
候
、
随
而
」
右（

光
友
）

兵
衛
督
様
御
巣
鸇
」
二
連

被
成
御
拝
領
、
殊
更
」
御
鷹
場
迄
被
進
、
重
」
畳
忝
思
召
付
、
御
使
」
者
以
被
仰
上

候
、
各
達
」
上
聞
候
処
、
御
使
者
」
御
前
江
被
召
出
、
御
機
嫌
之
」
旨
御
直
被
仰
含
候
、

委
」
曲
御
使
者
可
為
演
説
候
、」
此
等
之
趣
、
可
然
様
御
取
成
」
所
仰
候
、
恐
々
謹
言

 

阿
部
豊
後
守
」
忠
秋（
花
押
）

 　
　
　

九（
寛
永
十
一
年
）

月
八
日　

　
　

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
義
直
の
嗣
子
光
友
が
、
将
軍
よ
り
鷹
と
鷹
場
を
拝
領
し
た
こ
と
に
つ
き
使
者
を
遣
わ

し
た
こ
と
に
対
す
る
書
状
。

四
〇
、
天
野
正
成
書
状　

下
方
貞
景
宛　
六
月
廿
四
日
付 

一
通（
57
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
〇　

横
四
六
・
〇

大（
義
直
）

納
言
様
ゟ
諸
白
」
両
樽
拝
領
仕
、
誠
ニ
」
過
分
至
極
可
申
上
様
も
」
無
御
座
候
、
此
等

之
趣
、」
御
年
寄
衆
迄
可
然
」
様
ニ
被
仰
上
可
被
下
候
、」
恐
惶
謹
言

 

天
野
図
書
助
」
正
成（
花
押
）

　
　
　

六
月
廿
四
日

　
　

下
方
左（

貞
景
）近

殿

○
義
直
の
諸
白
下
賜
に
対
す
る
返
書
。

四
一
、
天
野
正
成
書
状　

下
方
貞
景
宛　
八
月
十
一
日
付 

一
通（
58
）

（
切
紙
）　

縦
三
一
・
七　

横
五
三
・
五

（
追
而
書
）尚
以
大
納
言
様
ゟ
両
樽
頭

（
頂
）戴

仕
、」
過
分
不
可
過
之
候
、
何
も
面
上
ニ
得
」
御

意
、
誰
人
様
へ
成
共
御
礼
可
申
上
候
、
已
上

昨
日
者
預
御
懇
書
、
殊
ニ
従　

」
大（

義
直
）

納
言
様
諸
白
両
樽
拝
領
仕
候
、」
誠
過
分
冥
加
成
仕



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
三
）

七
八

合
難
申
上
存
候
、」
則
被
仰
可
申
上
候
処
、
去
方
へ
罷
越
」
暮
候
而
罷
帰
候
条
延
引
所

存
」
之
外
ニ
御
座
候
、
如
蒙
仰
候
其
以
来
」
不
得
御
意
候
処
、
久
々
御
煩
候
由
承
候
、」

努
々
不
存
以
書
状
も
不
申
入
候
事
、」
失
本
意
存
候
、
随
而
将（

家
光
）軍

様
へ
」
鮎
之
鮨
被
成
御

上
候
由
、
昨
日
者
拙
者
」
登　

城
不
致
候
、
只
今
罷
出
候
間
、」
則
御
年
寄
衆
へ
可
申

上
候
、
恐
々
謹
言

 

正
成（
花
押
）

　
　
　

八
月
十
一
日

 

天
野
図
書
」
正
成

　

〆
下
方
左（

貞
景
）近

様
」
御
報

○
義
直
よ
り
諸
白
を
拝
領
し
た
こ
と
、
な
ら
び
に
義
直
が
将
軍
家
光
へ
鮎
鮨
を
献
上
し

た
こ
と
に
対
す
る
書
状
。

四
二
、
安
藤
直
次
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
九
月
十
八
日
付 

一
通（
60
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
六　

横
五
三
・
一

（
追
而
書
）已
上

従　

亜（
義
直
）相

様　

御
書
」
被　

成
下
、
謹
頂
戴
、
殊
」
鮭
壱
尺
拝
領
、
誠
以
過
」
分
忝
次

第
可
申
上
様
も
」
無
御
座
候
、
右
之
通
」
御
前
御
次
而
之
節
、
可
」
然
様
ニ
被
仰
上
可

被
下
候
、」
恐
々
謹
言

 

安
藤
帯
刀
」
直
次（
花
押
）

　
　
　

九
月
十
八
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿

○
義
直
の
鮭
下
賜
に
対
す
る
返
書
。

四
三
、
安
藤
直
次
書
状　

滝
川
忠
征
・
阿
部
正
興
・
寺
尾
直
政
宛　
二
月
廿
日
付　

 

一
通（
61
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
二　

横
五
〇
・
五

（
追
而
書
）以
上

従　

亜（
義
直
）相

様
御
書
」
被
成
下
、
殊
寒
中
之
」
御
鷹
之
鶴
一
羽
被
下
置
忝
拝
領
、
誠
以
」

過
分
難
有
仕
合
、」
中
々
可
申
上
様
も
無
御
」
座
候
、右
之
通　

御
前
可
然
様
ニ
被
仰
上
」

可
被
下
候
、
恐
々
謹
言

 

安
藤
帯
刀
」
直
次（
花
押
）

　
　
　

二
月
廿
日

　
　

滝
川
豊（

忠
征
）

前
守
殿
」
阿
部
河（

正
興
）

内
守
殿
」
寺
尾
左（

直
政
）

馬
助
殿

○
義
直
よ
り
、
将
軍
家
光
下
賜
の
鷹
が
捕
ら
え
た
鶴
を
拝
領
し
た
こ
と
に
対
す
る
返
書
。

四
四
、
安
藤
重
長
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
三
月
十
五
日
付 

一
通（
62
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
八　

横
五
〇
・
九

従　

大（
義
直
）

納
言
様
諸
」
白
・
大
柳
両
樽
致
拝
受
、
寔
以
冥
」
賀
之
至
奉
存
候
、」
此
等
之

趣
、
可
然
様
ニ
」
御
取
成
所
仰
候
、」
恐
々
謹
言

 

安
藤
右
京
進
」
重
長（
花
押
）

　
　
　

三
月
十
五
日

　
　

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
義
直
の
諸
白
下
賜
に
対
す
る
返
書
。

四
五
、
安
藤
重
長
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
三
月
廿
四
日
付 

一
通（
63
）



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
三
）

七
九

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
〇　

横
四
八
・
〇

従　

大（
義
直
）

納
言
様
」
美
濃
小
鮎
之
鮓
」
一
桶
致
拝
領
候
、」
寔
冥
加
至
極
奉
」
存
候
、
右

之
趣
、
御
」
次
而
之
節
、
可
然
様
」
御
披
露
所
仰
候
、」
恐
々
謹
言

 

安
藤
右
京
進
」
重
長（
花
押
）

　
　
　

三
月
廿
四
日

　
　

成
瀬
隼（

正
虎
）人

殿

○
義
直
の
美
濃
の
小
鮎
鮨
下
賜
に
対
す
る
返
書
。

四
六
、
安
藤
重
長
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
（
寛
永
三
年
）閏
卯
月
廿
三
日
付 

一
通（
64
）

（
切
紙
）　

縦
一
六
・
九　

横
五
〇
・
〇

従　

黄（
義
直
）門

様
諸
白
」
両
樽
拝
受
、
誠
以
」
過
分
至
極
冥
加
」
之
至
奉
存
候
、
此
」
等
之

趣
、
宜
預
御
」
取
成
候
、
恐
々
謹
言

 

安
藤
右
京
進
」
重
長（
花
押
）

　
　
　

閏（
寛
永
三
年
）

卯
月
廿
三
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿

○
義
直
の
諸
白
下
賜
に
対
す
る
返
書
。

四
七
、
安
藤
重
長
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　

七
月
廿
六
日
付 

一
通（
66
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
三　

横
五
二
・
二

（
追
而
書
）已
上

従　

大（
義
直
）

納
言
様
」
諸
白
二
樽
致
拝
」
領
候
、
寔
冥
加
之
至
奉
存
候
、
御
次
」
而
之
刻
、

右
之
趣
、」
可
然
様
御
取
成
所
」
仰
候
、
恐
々
謹
言

 

安
藤
右
京
進
」
重
長（
花
押
）

　
　
　

七
月
廿
六
日

　
　

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
義
直
の
諸
白
下
賜
に
対
す
る
返
書
。 

四
八
、
安
藤
重
長
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
八
月
三
日
付 

一
通（
68
）

（
切
紙
）　

縦
一
六
・
六　

横
四
五
・
五

（
追
而
書
）以
上

従　

大（
義
直
）

納
言
様
」
鮎
之
鮨
二
桶
致
」
拝
受
候
、誠
以
冥
加
」
之
至
奉
存
候
、此
等
之
」
趣
、

可
然
様
ニ
可
預
」
御
取
成
候
、
恐
々
謹
言

 

安
藤
右
京
進
」
重
長（
花
押
）

　
　
　

八
月
三
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿

○
義
直
の
鮎
鮨
下
賜
に
対
す
る
返
書
。

四
九
、
安
藤
重
長
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　

八
月
八
日
付 

一
通（
69
）

（
切
紙
）　

縦
一
八
・
二　

横
五
二
・
七

（
追
而
書
）以
上

従　

大（
義
直
）

納
言
様
拙
者
」
式
煩
中
候
付
、
御
書
被
成
」
下
候
、
誠
以
冥
加
至
極
」
奉
存
候
、

今
程
者
致
本
」
復
、
御
前
へ
も
罷
出
候
、」
御
次
而
之
刻
、
此
等
之
趣
、
宜
」
預
御
取
成

候
、
恐
々
謹
言



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
三
）

八
〇

 

安
藤
右
京
進
」
重
長（
花
押
）

　
　
　

八
月
八
日

　
　

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
義
直
へ
、（
安
藤
重
長
の
）病
気
が
本
復
し
た
こ
と
を
伝
え
る
書
状
。

五
〇
、
安
藤
重
長
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
九
月
七
日
付 

一
通（
70
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
二　

横
四
九
・
七

（
追
而
書
）已
上

従　

大（
義
直
）

納
言
様
為
」
重
陽
之
御
祝
儀
御
」
小
袖
一
重
致
拝
領
、」
不
浅
冥
加
至
極
成
」

仕
合
、
幾
久
頂
戴
仕
候
、」
御
次
而
之
節
、
可
然
様
」
御
取
成
所
仰
候
、
恐
々
謹
言

 
安
藤
右
京
進
」
重
長（
花
押
）

　
　
　

九
月
七
日

　
　

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
義
直
よ
り
重
陽
の
祝
儀
と
し
て
小
袖
を
拝
領
し
た
こ
と
に
対
す
る
返
書
。

五
一
、
安
藤
重
長
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
九
月
十
日
付 
一
通（
71
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
七　

横
五
一
・
五

（
追
而
書
）以
上

従　

大（
義
直
）

納
言
様
御
書
、
殊
」
為
重
陽
之
御
祝
儀
御
」
小
袖
壱
重
致
拝
領
、
誠
以
」
忝
次

第
冥
加
之
仕
合
、」
幾
久
目
出
度
頂
戴
」
仕
候
、
此
等
之
趣
、
御
次
而
之
刻
、」
可
然
様

御
取
成
所
仰
候
、」
恐
々
謹
言

  

安
藤
右
京
進
」
重
長（
花
押
）

　
　
　

九
月
十
日

　
　

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
義
直
よ
り
重
陽
の
祝
儀
と
し
て
小
袖
を
拝
領
し
た
こ
と
に
対
す
る
返
書
。

五
二
、
安
藤
重
長
書
状　

高
力
信
重
宛　
九
月
廿
七
日
付 

一
通（
72
）

（
竪
紙
）　

縦
三
一
・
〇　

横
四
五
・
三

従　

大（
義
直
）

納
言
様
諸
白
御
樽
二
」
致
拝
領
候
、
誠
忝
次
第
、
不
浅
」
奉
存
候
、
就
夫
、
先

刻
□
□
」
処
、
西
丸
ニ
罷
在
候
故
、
不
能
面
顔
候
、」
重
而
以
書
状
御
礼
可
申
上
候
、

恐
々
謹
言

 

重
長（
花
押
）

　
　
　

九
月
廿
七
日

 

安
右
京
進
」
重
長

　
　

〆
高
力
七（

信
重
）右

様
」
御
宿
所

○
義
直
の
諸
白
下
賜
に
対
す
る
返
書
。

五
三
、
安
藤
重
長
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
十
月
廿
三
日
付 

一
通（
73
）

（
切
紙
）　

縦
一
八
・
二　

横
五
二
・
五

従　

大（
義
直
）

納
言
様
甘
干
」
壱
箱
致
拝
領
候
、
誠
以
」
過
分
忝
仕
合
、
冥
加
」
至
極
奉
存
候
、

御
次
」
而
之
節
、
御
前
宜
預
」
御
取
成
候
、
恐
々
謹
言

 

安
藤
右
京
進
」
重
長（
花
押
）

　
　
　

十
月
廿
三
日

　
　

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
三
）

八
一

○
義
直
の
柿
下
賜
に
対
す
る
返
書
。

五
四
、
安
藤
重
長
書
状　

竹
腰
正
信
宛　

十
一
月
晦
日
付　

一
通（
74
）　

（
切
紙
）　

縦
一
六
・
五　

横
四
八
・
三

（
追
而
書
）以
上

従　

大（
義
直
）

納
言
様
御
」
国
元
之
大
根
十
」
本
拝
領
仕
候
、
誠
」
忝
次
第
、
不
浅
奉
」
存
候
、

此
等
之
趣
、
宜
預
」
御
披
露
候
、
恐
惶
謹
言

 

安
藤
右
京
進
」
重
長（
花
押
）

　
　
　

十
一
月
晦
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿

○
義
直
の
尾
張
の
大
根
下
賜
に
対
す
る
返
書
。

五
五
、
安
藤
重
長
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
極
月
八
日
付 

一
通（
75
）

（
切
紙
）　

縦
一
六
・
六　

横
四
九
・
五

（
追
而
書
）以
上

従　

大（
義
直
）

納
言
様
新
」
諸
白
両
樽
致
拝
」
受
候
、
誠
以
冥
加
之
」
至
奉
存
候
、
此
等
之

趣
、」
御
次
而
之
節
可
然
様
」
可
預
御
取
成
候
、
恐
惶
」
謹
言

 

安
藤
右
京
進
」
重
長（
花
押
）

　
　
　

極
月
八
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
人
々
御
中

○
義
直
の
諸
白
下
賜
に
対
す
る
返
書
。

五
六
、
安
藤
重
長
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
極
月
廿
二
日
付 

一
通（
76
）

（
切
紙
）　

縦
一
六
・
七　

横
四
七
・
八

（
追
而
書
）以
上

従　

大（
義
直
）

納
言
様
為
」
御
音
信
諸
白
両
」
樽
致
拝
領
候
、」
寔
以
忝
仕
合
、
冥
」
加
之
至

奉
存
候
、
御
」
次
以
此
等
之
趣
、
宜
預
」
御
披
露
候
、
恐
々
謹
言

 

安
藤
右
京
進
」
重
長（
花
押
）

　
　
　

極
月
廿
二
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿

○
義
直
の
諸
白
下
賜
に
対
す
る
返
書
。

五
七
、
井
伊
直
孝
書
状　

平
岩
元
国
宛　
六
月
十
八
日
付 

一
通（
79
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
五　

横
四
九
・
〇

（
追
而
書
）已
上

従　

大（
義
直
）

納
言
様
御
書
・
」
御
使
者
并
御
太
刀
一
腰
・
」
御
馬
代
銀
子
百
枚
・
御
」
帷
子
廿

内
単
物
十
」
拝
領
、
過
分
至
極
ニ
奉
存
候
、」
可
然
様
ニ
被
仰
上
可
被
下
候
、」
慮
外
ニ

奉
存
候
間
、
態
御
」
請
者
不
申
上
候
、
恐
惶
」
謹
言

 

井
伊
掃
部
頭
」
直
孝（
花
押
）

　
　
　

六
月
十
八
日

　
　

平
岩
弥
右
衛（

元
国
）

門
尉
様
」
人
々
御
中

○
義
直
の
太
刀
・
馬
代
銀
子
下
賜
に
対
す
る
返
書
。

五
八
、
板
倉
重
郷
書
状　

成
瀬
正
虎
迄　
（
寛
永
十
四
年
）六
月
廿
五
日
付 

一
通（
83
）



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
三
）

八
二

（
切
紙
）　

縦
一
六
・
五　

横
四
七
・
四

従　

大（
義
直
）

納
言
様
」
鮎
鮨
壱
桶
致
拝
」
領
候
、
誠
以
過
分
至
」
極
奉
存
候
、
御
次
而
之
」

刻
、
可
然
様
御
取
成
」
所
仰
候
、
恐
々
謹
言

 

板
倉
長
門
守
」
重
郷（
花
押
）

　
　
　

六（
寛
永
十
四
年
）

月
廿
五
日

　
　

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
義
直
の
鮎
鮨
下
賜
に
対
す
る
返
書
。

五
九
、
板
倉
重
矩
書
状　

寺
尾
直
政
宛　
六
月
廿
八
日
付 

一
通（
84
）

（
切
紙
）　

縦
一
五
・
三　

横
四
七
・
〇

（
追
而
書
）已
上

従　

大（
義
直
）

納
言
様
御
使
」
者
、
殊
ニ
御
国
之
」
鮎
鮨
壱
桶
拝
領
」
仕
、
過
分
至
極
ニ
奉
」

存
候
、
以
御
次
而
可
」
然
様
ニ
被
仰
上
可
被
」
下
候
、
度
々
忝
」
仕
合
可
申
上
様
も
無
」

御
座
候
、
恐
惶
謹
言

 

板
倉
主
水
佐
」
重
矩（
花
押
）

　
　
　

六
月
廿
八
日

　
　

寺
尾
左（

直
政
）

馬
助
殿

○
義
直
の
鮎
鮨
下
賜
に
対
す
る
返
書
。

六
〇
、
板
倉
重
宗
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
正
月
十
一
日
付 

一
通（
85
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
五　

横
五
二
・
三

（
追
而
書
）以
上

禁
中
江
海
鼠
腸
」
一
壺
御
進
上
被
成
候
、
則
」
上
申
候
処
、
御
機
嫌
ニ
」
被　

思
食
候
、

御
返
事
」
出
申
候
者
、
重
而
進
上
可
」
仕
候
、
将
又
私
へ
海
鼠
腸
一
壺
」
致
拝
領
候
、

誠
以
過
分
」
至
極
冥
加
無
御
座
奉
」
存
候
、
御
次
而
之
節
、
此
等
之
」
趣
、
宜
預
御
披

露
候
、
恐
々
謹
言

 

板
倉
周
防
守
」
重
宗（
花
押
）

　
　
　

正
月
十
一
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿

○
禁
中
に
海
鼠
膓
を
献
上
し
た
こ
と
と
、（
板
倉
重
宗
へ
も
）海
鼠
膓
を
下
賜
し
た
こ
と

に
対
す
る
返
書
。

六
一
、
板
倉
重
宗
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
八
月
廿
五
日
付 

一
通（
89
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
〇　

横
四
八
・
四

従　

大（
義
直
）

納
言
様
」
御
使
者
、
殊
鮎
之
」
鮨
弐
桶
・
諸
白
両
樽
」
致
拝
領
候
、
重
々
」
御

使
者
過
分
至
」
極
無
冥
加
仕
合
ニ
」
御
座
候
、
此
等
之
趣
、
可
」
然
様
被
仰
上
可
被
下

候
、」
恐
々
謹
言

 

板
倉
周
防
守
」
重
宗（
花
押
）

　
　
　

八
月
廿
五
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿

○
義
直
の
鮎
鮨
と
諸
白
下
賜
に
対
す
る
返
書
。

六
二
、
板
倉
重
宗
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
九
月
十
六
日
付 

一
通（
90
）

（
切
紙
）　

縦
一
六
・
八　

横
五
〇
・
七



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
三
）

八
三

従　

大（
義
直
）

納
言
様
御
」
書
、
殊
鮭
一
尺
致
」
拝
領
候
、
寔
以
忝
」
次
第
無
冥
加
」
儀
共
御

座
候
、
御
次
而
」
刻
、
此
之
旨
可
然
」
様
御
取
成
所
仰
候
、」
恐
惶
謹
言

 

板
倉
周
防
守
」
重
宗（
花
押
）

　
　
　

九
月
十
六
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿

○
義
直
の
鮭
下
賜
に
対
す
る
返
書
。

六
三
、
板
倉
重
宗
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
極
月
廿
九
日
付 

一
通（
97
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
〇　

横
五
二
・
三

御
書
忝
致
拝
見
候
、」
殊
海
鼠
腸
一
壺
」
拝
領
仕
候
、
誠
以
冥
」
加
無
御
座
、
過
分
至

極
」
奉
存
候
、
此
等
之
趣
、
可
」
然
様
宜
預
御
披
露
候
、」
恐
々
謹
言

 

板
倉
周
防
守
」
重
宗（
花
押
）

　
　
　

極
月
廿
九
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿

○
義
直
の
海
鼠
膓
下
賜
に
対
す
る
返
書
。

六
四
、
板
倉
重
昌
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
（
寛
永
三
年
）後
卯
月
十
二
日
付 

一
通（
98
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
四　

横
一
〇
三
・
一

（
追
而
書
）以
上

従　

中（
義
直
）

納
言
様
」
諸
白
大
樽
弐
ツ
致
」
拝
領
候
、
誠
以
冥
加
」
之
至
過
分
至
極
ニ
」
奉
存

候
、
御
次
之
刻
、」
可
然
様
被
仰
上
可
」
被
下
候
、
爰
元
両（

家
光
・
秀
忠
）

」
上
様
御
機
嫌
能
被
成
」

御
座
候
、
拙
者
儀
も
御
」
先
へ
可
被
遣
様
ニ
御
」
沙
汰
御
座
候
得
共
、」
爾
今
不
罷
上
候

而
、
罷
」
有
候
、
只
今
之
分
ニ
候
ハ
ヽ
、」
大
形
御
供
に
て
可
有
」
御
座
候
と
奉
存
候
、
尚
」

期
後
音
之
節
候
、」
恐
惶
謹
言

 

板
倉
内
膳
正
」
重
昌（
花
押
）

　
　
　

後
卯（

寛
永
三
年
）

月
十
二
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
様
」
人
々
御
中

○
義
直
の
諸
白
下
賜
に
対
す
る
返
礼
と
、
将
軍
家
光
と
大
御
所
秀
忠
の
動
静
を
伝
え
る

書
状
。

六
五
、
板
倉
重
昌
書
状　

寺
尾
直
政
宛　
五
月
二
日
付 

一
通（
100
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
六　

横
五
三
・
五

（
追
而
書
）以
上

従　

大（
義
直
）

納
言
様
」
御
書
、
謹
而
頂
戴
」
仕
候
、
然
者
為
端
午
」
之
御
祝
儀
、
御
帷
」
子

之
内
御
単
物
一
」
拝
領
仕
、
冥
加
之
至
」
過
分
至
極
奉
存
候
、」
御
次
而
之
刻
、
可
然

様
」
ニ
仰
上
可
被
下
候
、
恐
惶
」
謹
言

 

板
倉
内
膳
正
」
重
昌（
花
押
）

　
　
　

五
月
二
日

　
　

寺
尾
左（

直
政
）

馬
助
様

○
義
直
よ
り
端
午
の
祝
儀
と
し
て
帷
子
を
拝
領
し
た
こ
と
に
対
す
る
返
書
。

 

（
続
く
）

（
徳
川
美
術
館　

学
藝
員
）



金　

鯱　

叢　

書　
第
五
十
二
輯
　〔
年
一
回
刊
行
〕

─
史
学
美
術
史
論
文
集
─

令
和
七
年
三
月
　

三
十
　

日
　
編
集

令
和
七
年
三
月
　

三
十
　

日
　
印
刷
・
発
行

深

井

雅

海

徳

川

義

崇

編
集
者

発
行
者

〒
171
─

0031
　
東
京
都
豊
島
区
目
白
三
ノ
八
ノ
十
一

公
益
財
団
法
人
　

徳
川
黎
明
会

電
話
（
3950
）
〇
一
一
一
番
（
代
）

〒
171
─

0031
　
東
京
都
豊
島
区
目
白
三
ノ
八
ノ
十
一

徳
川
林
政
史
研
究
所

電
話
（
3950
）
〇
一
一
七
番
（
代
）

〒
461
─

0023
　
名
古
屋
市
東
区
徳
川
町
一
〇
一
七

徳

川

美

術

館

電
話
（
935
）
六
二
六
二
番
（
代
）
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刷
所

〒
605
─

0089
　
京
都
市
東
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区
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町
三
五
五
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式
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